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「輝け！モノづくりの未来」～豊田合成/ヤマハ発動機～



3 2

　
「
も
っ
と
現
場
を
よ
く
し
た
い
」
と
い
う
情
熱
の
も
と
、

仲
間
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
知
識
や
経
験
、
そ
し
て
一
人

ひ
と
り
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
活
動
は
、

設
備
の
安
定
稼
働
と
よ
り
よ
い
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
る
確

か
な
力
で
す
。
課
題
に
粘
り
強
く
向
き
合
い
、
改
善
を
積

み
重
ね
る
姿
は
、
ま
さ
に
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
る

現
場
力
そ
の
も
の
で
す
。

　

本
誌
で
は
、「
わ
が
社
の
自
慢
で
き
る
保
全
員
・
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
」
や
「
現
場
が
主
役
！
み
ん
な
の
自
主
保
全
」

を
通
じ
て
、
み
な
さ
ま
の
取
り
組
み
と
改
善
活
動
の
成
果

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
努
力
と
工
夫
が
、
設
備
の

健
全
な
状
態
を
保
ち
、
安
定
生
産
や
品
質
向
上
、
安
全
な

職
場
づ
く
り
を
支
え
る
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め

て
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

改
善
活
動
や
自
主
保
全
活
動
な
ど
は
、
設
備
の
状
態
を

ご
あ
い
さ
つ

維
持
・
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
技
能
・
技
術
・
知
識
・

知
恵
を
結
集
し
て
「
現
場
力
」
を
引
き
上
げ
る
取
り
組
み

で
も
あ
り
ま
す
。
課
題
の
発
見
か
ら
解
決
に
導
く
過
程
を

通
じ
て
、
現
場
を
支
え
る
知
識
や
技
能
が
次
世
代
へ
と
受

け
継
が
れ
、
ま
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
の
新
た
な
知
見
を

加
え
て
い
く
こ
と
な
ど
、
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
が
互
い
に
学

び
合
う
こ
と
は
、
組
織
の
強
み
を
高
め
、
現
場
力
を
底
上

げ
す
る
う
え
で
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　

本
誌
が
、
み
な
さ
ま
の
職
場
に
お
け
る
改
善
活
動
、
現

場
力
の
向
上
、
人
財
育
成
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

ご
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全
国
設
備
管
理
強
調
月
間

『
輝
２
０
２
６
』
制
作
に
あ
た
っ
て
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  PROFILE  
1966年にトヨタ技能者養成所を卒業し 
トヨタ自動車工業株式会社（当時）に入社。
本社工場鍛造部長、本社工場副工場長、 
技監を経て、専務役員、副社長、Executive 
Fellowを歴任し、2026年よりAdvisor。
2022年6月より、公益社団法人日本プラ
ントメンテナンス協会の会長も務める。

公益社団法人 
日本プラントメンテナンス協会

会長　河合  満
　　　 KAWAI  MITSURU

（トヨタ自動車株式会社 Advisor）
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公
益
社
団
法
人

日
本
プ
ラ
ン
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

第
54
回

全
国
設
備
管
理
強
調
月
間

ごあいさつ 2

特別企画「輝け！モノづくりの未来」
豊田合成株式会社
　ウェルビーイングが現場を変える

ヤマハ発動機株式会社
　現場力を未来へつなぐ

5

わが社の自慢できる
保全員・オペレーター  インタビュー 14

現場が主役！みんなの自主保全 45

第54回全国設備管理強調月間
入選【金賞】作文漫画・作品 74

輝2026発刊にあたり
全国設備管理強調月間にあたり、第5弾となる広報誌『輝2026』を発刊いたしました。
本誌では、「わが社の自慢できる保全員・オペレーター」や新企画である「現場が主役！みんなの自主
保全」を通じて、現場で活躍する皆さまの取り組みや、設備管理を通じた改善活動の成果をご紹介し
ています。日々の努力と工夫が、企業の信頼を支え、未来への礎となっていることを改めて感じる機会
となれば幸いです。
また、今年度も特別企画「輝け！モノづくりの未来」として、モノづくり環境の進化と、それに携わる
方々のモチベーションアップ、実現への支えとなる経営者・管理者層の方へのインタビューを掲載して
おります。今年度は、現場の一人ひとりの力と、現場で培われた知恵や技術が、よりよい未来をつくるこ
とをテーマにした特集となっております。ぜひ、経営者・管理者層と現場の方々が密となり、企業の発
展へともに歩む姿をご覧ください。
今後とも、設備管理の価値を広く伝え、次世代へとつなぐ活動にご理解とご協力を賜りますよう、よろ
しくお願い申しあげます。

Contents

TPM・からくり・自主保全士は 公益社団法人日本プラントメンテナンス協会の登録商標です。
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公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会では全国設備管理強調月間にあ
わせ、2022年より本広報誌『輝』を発行しています。『輝2026』では、特別
企画「輝け！モノづくりの未来」として、モノづくり環境の進化と、それに
携わる方々のモチベーションアップ、実現への支えとなる経営者・管理者層
の方へのインタビューをご紹介します。

特別企画

輝け！
モノづくりの未来

豊田合成株式会社
ウェルビーイングが現場を変える

ヤマハ発動機株式会社
現場力を未来へつなぐ
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特別企画特別企画「輝け！モノづくりの未来」「輝け！モノづくりの未来」

生
産
技
術
で
育
ま
れ
た“
経
営
の
視
点
”

─
安
田
洋
さ
ん
が
語
る

モ
ノ
づ
く
り
の
本
質

豊
田
合
成
株
式
会
社 

安
田
洋
代
表
取
締
役

副
社
長
は
、
入
社
後
約
20
年
間
、
生
産
技
術
の

最
前
線
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き
た
。
生
産
技

術
は
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
に
深
く
関
わ
り
、

経
営
と
地
続
き
の
領
域
で
あ
る
。
工
程
設
計
や

設
備
導
入
に
留
ま
ら
ず
、
会
社
の
未
来
を
左
右

す
る
判
断
を
積
み
重
ね
る
日
々
は
、
安
田
さ
ん

に
と
っ
て
〝
経
営
そ
の
も
の
〟
を
体
感
す
る
経

験
と
な
っ
た
。

ハ
ン
ド
ル
製
品
に
携
わ
る
中
で
、
技
術
の
進

化
を
肌
で
感
じ
て
き
た
。
ハ
ン
ド
ル
は
、
操
舵

機
能
だ
け
で
な
く
、
エ
ア
バ
ッ
グ
、
セ
ン
サ
ー
、

ヒ
ー
タ
ー
な
ど
多
機
能
化
が
進
み
、車
の
安
全
・

快
適
性
を
支
え
る
重
要
部
品
へ
と
変
化
し
て
き

た
。
自
動
化
や
Ａ
Ｉ
な
ど
新
技
術
が
次
々
と
登

場
す
る
今
、
変
化
を
現
場
で
体
感
し
、
自
ら
も

成
長
し
て
い
く
実
感
こ
そ
が
モ
ノ
づ
く
り
の
醍

醐
味
だ
と
語
る
。

さ
ら
に
、
モ
ノ
づ
く
り
は
自
社
だ
け
で
は
完

結
し
な
い
。
仕
入
先
や
顧
客
と
と
も
に
価
値
を

創
る
経
験
は
、
安
田
さ
ん
の
成
長
を
後
押
し
し

て
き
た
。

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
経
営
に

取
り
入
れ
た
理
由

─
心
理
的
安
全
性
が
挑
戦
を
生
む

近
年
、
社
会
全
体
で
「
ミ
ス
を
許
さ
な
い
空

気
」
が
強
ま
り
、
現
場
で
働
く
人
財
が
楽
し
さ

を
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
た
。
安
田
さ
ん
は
、

社
員
が
心
理
的
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
挑
戦

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
だ
と
考
え
、
宮

﨑
直
樹
取
締
役
会
長
と
と
も
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
を
軸
と
し
た
改
革
を
進
め
て
き
た
。

少
子
高
齢
化
に
よ
り
労
働
人
口
が
減
少
す
る

ウェルビーイングが現場を変える
─豊田合成が描く“誰もが輝くモノづくり”の未来

豊田合成株式会社

豊田合成は、モノづくりの競争力を「人財」に宿る力と捉え、ウェルビーイングを軸
にした現場改革を進めている。生産技術で経営視点を磨いた安田洋さん、海外経
験で現場の本質を見つめる小川政弘さん、そして現場で挑戦を続ける女性社員たち
─多様な人財が輝く職場づくりの実践を追う。

2026年2月27日に開催された「これからのモ
ノづくりと経営者へのメッセージ2026尾張」に
て、安田洋代表取締役副社長にウェルビーイ
ングな職場づくりや若手育成、生産準備のL/
T短縮など、モノづくり現場の変革に向けた取
り組みをご紹介いただいた。本写真は、その
講演の様子。
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中
、
女
性
や
高
齢
者
の
活
躍
は
モ
ノ
づ
く
り
の

未
来
を
支
え
る
力
と
な
る
。
定
年
延
長
や
新
卒

技
能
職
の
女
性
比
率
20
％
へ
の
引
き
上
げ
な

ど
、多
様
な
人
財
が
働
き
や
す
い
〝
居
場
所（
職

場
）〟
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
た
。

取
り
組
み
当
初
は
評
価
が
低
か
っ
た
が
、
安

田
さ
ん
自
ら
現
場
女
性
の
困
り
ご
と
を
丁
寧
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｍ
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会
で

の
活
躍
を
全
社
に
共
有
す
る
こ
と
で
、
共
感
の

輪
が
広
が
っ
た
。
２
０
２
４
年
度
か
ら
は
人
事

と
連
携
し
た
「
ハ
ー
ト
リ
ン
ク
活
動
」
を
開
始

し
、
評
価
は
右
肩
上
が
り
に
改
善
し
て
い
る
。

“
当
た
り
前
を
磨
く
”

文
化
が
世
界
一
の
工
場
を
つ
く
る

豊
田
合
成
の
現
場
に
は
、
古
く
か
ら
「
２
Ｓ

１
Ｙ（
整
理
・
整
頓
・
床
置
き
禁
止
）」
が
根
付

い
て
い
る
。
モ
ノ
の
置
き
場
が
定
ま
り
、
通
路

が
確
保
さ
れ
た
状
態
が
当
た
り
前
に
な
る
こ
と

で
、
異
常
の
見
え
る
化
や
置
き
場
改
善
が
進

み
、現
場
の
〝
当
た
り
前
〟
が
磨
か
れ
て
い
く
。

こ
の
積
み
重
ね
が
現
場
へ
の
愛
着
と
自
信
を
生

み
、
世
界
一
の
工
場
を
目
指
す
土
台
と
な
っ
て

い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｓ
教
育
は
海
外
工
場
で
も
徹
底
さ
れ
て

い
る
。
日
本
で
の
研
修
を
通
じ
て
モ
ノ
や
情
報

の
流
れ
を
学
び
、
国
内
外
で
共
通
の
考
え
方
を

持
つ
こ
と
で
改
善
力
が
高
ま
っ
て
い
る
。
賃
金

が
上
昇
す
る
中
で
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｓ
改
善
と
自
働
化

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
全
世
界
で
直
接
労
務

費
比
率
が
約
１
％
低
減
し
て
い
る
。

海
外
経
験
で
磨
か
れ
た

“
現
場
を
見
る
力
”

─
小
川
政
弘
さ
ん
の
視
点

小
川
政
弘
Ｓ
Ｓ
事
業
本
部
副
本
部
長（
兼
Ｓ

Ｓ
製
造
部
長
・
尾
西
工
場
長
）は
、
２
度
の
海

外
赴
任
が
自
身
の
成
長
に
大
き
く
寄
与
し
た
と

語
る
。

35
歳
で
ベ
ト
ナ
ム
新

工
場
の
立
ち
上
げ
を
経

験
し
、更
地
か
ら
工
場
を

つ
く
り
、慣
習
や
文
化
の

異
な
る
国
で
人
財
を
採

用
・
育
成
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
は
、キ
ャ
リ
ア

豊田合成　代表取締役副社長　安田 洋 さん
1982年に豊田合成株式会社へ入社。ハンドルの生産技術の
最前線でキャリアを重ね、国内外の拠点で現場力強化と品質
向上に取り組んできた。2010年に欧州拠点「Toyoda Gosei 
Czech（TGCZ）」の社長として赴任し、2014年までの4年間
で欧州事業基盤の強化と現地人財育成を牽引した。2012年
に執行役員、2016年に取締役・常務執行役員、2018年に取
締役・専務執行役員、2019年に取締役・執行役員へ就任。
2023年からは代表取締役副社長として、全社のモノづくり
戦略を統括している。
長年にわたり国内外の現場を歩み続けてきた経験から、「日本
のモノづくりの強さは“人”である」と力強く語り、若手・現場の
挑戦を支える文化づくりに情熱を注いでいる。

「現場は生きもの」。変
化を捉え、日々の改善
を積み重ねる小川政弘
SS事業本部副本部長
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特別企画特別企画「輝け！モノづくりの未来」「輝け！モノづくりの未来」

進
め
な
が
ら
活
躍
で
き
る
場
を
用
意
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
小
川
さ
ん
は
語
る
。

現
場
で
実
現
す
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

─“
居
場
所
”と“
舞
台
”を
つ
く
る

豊
田
合
成
は
、地
域
共
生
を
重
視
し
て
い
る
。

地
域
行
事
へ
の
参
加
や
学
校
と
の
連
携
を
通
じ

て
企
業
理
念
を
伝
え
、
採
用
に
も
つ
な
げ
て
い

る
。
工
場
内
で
は
、
ト
イ
レ
や
休
憩
室
を
皆
の

視
点
で
磨
き
上
げ
、
自
分
た
ち
の
居
場
所
を
自

ら
創
り
上
げ
る
こ
と
で
愛
着
を
育
ん
で
い
る
。

ま
た
、
現
場
で
働
く
人
財
の
「
困
り
ご
と
を
言

い
出
し
や
す
い
職
場
」
を
つ
く
る
た
め
、
相
談

形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
２
０
１
４
年

か
ら
の
中
国
駐
在
で
は
、
急
成
長
す
る
市
場
の

中
で
総
経
理
と
し
て
経
営
責
任
を
担
い
、日
系
・

中
国
企
業
の
ト
ッ
プ
層
と
関
係
を
築
く
中
で
経

営
視
点
を
磨
い
た
。
尾
西
工
場
長
と
し
て
現
場

を
率
い
る
今
、
小
川
さ
ん
は
「
現
場
は
生
き
も

の
」
と
語
る
。
視
点
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
る
現

場
は
日
々
変
化
し
、「
現
場
は
正
直
」
で
あ
る
。

自
ら
の
志
や
視
点
の
広
さ
が
成
果
と
し
て
現
れ

る
こ
と
に
、責
任
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

多
様
化
す
る
人
財
と
向
き
合
う

─
教
育
・
定
着
・
高
齢
化
へ
の
対
応

近
年
、採
用
す
る
高
卒
人
財
の
幅
が
広
が
り
、

工
業
高
校
だ
け
で
な
く
普
通
科
・
商
業
科
・
情

報
シ
ス
テ
ム
科
な
ど
多
様
な
背
景
の
人
財
が
入

社
し
て
い
る
。
モ
ノ
づ
く
り
教
育
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
を
下
げ
て
育
成
す
る
必
要
が
あ
り
、
終

身
雇
用
や
年
功
序
列
に
価
値
を
見
出
し
に
く
い

若
者
の
定
着
に
は
新
た
な
魅
力
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
定
年
を
65
歳
に
延
長
し
た
こ
と
で
現

場
の
高
齢
化
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

体
力
的
に
難
し
い
作
業
が
増
え
る
中
、
改
善
を

員
を
配
置
し
、
気
軽
に
声
を
届
け
ら
れ
る
仕
組

み
を
整
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
心
理
的
安
全

性
が
高
ま
り
、
学
び
舎
、
保
全
道
場
、
自
主
保

全
活
動
な
ど
「
学
び
の
場
」
の
充
実
と
あ
わ
せ

て
、
技
能
伝
承
と
リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｍ
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会
や
か
ら

く
り
改
善
く
ふ
う
展
な
ど
外
部
交
流
も
積
極
的

に
活
用
す
る
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
行
中

だ
。

現
場
で
輝
く
女
性
た
ち

─
役
割
を
越
え
て
挑
戦
が
連
鎖
し
、

職
場
が
変
わ
る

エ
ア
バ
ッ
グ
製
造
の
現
場
で
は
、
監
督
者
と

し
て
チ
ー
ム
を
率
い
る
河
合
美
歩
係
長
と
加
藤

早
織
係
長
、
そ
し
て
現
場
を
支
え
な
が
ら
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
全
社
推
進
に
も
携
わ
る
辻
村

智
代
さ
ん

─
立
場
の
異
な
る
３
名
の
挑
戦

が
職
場
の
空
気
を
変
え
て
い
る
。

監
督
者
と
し
て
安
全
・
品
質
・
生
産
・
人
財

育
成
を
担
う
河
合
さ
ん
と
加
藤
さ
ん
は
、
責
任

の
重
さ
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
挑
戦
を
続
け
、
周

囲
を
巻
き
込
む
力
を
身
に
つ
け
て
き
た
。
時

安全・品質を支える教育の場として「学び舎」を
設置。人手不足が深刻化する中、新入社員だけで
なく、派遣社員や期間社員など多様な人財を受け
入れる機会が増加。そこで、安全・品質・作業に
関する同一レベルの知識を確実に習得し、教育の
質を均一化することを目的として、「学び舎」にて
繰り返し教育を実施している。
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に
は
涙
す
る
日
も

あ
っ
た
が
、
上
司

や
仲
間
の
支
え
が

背
中
を
押
し
た
。

辻
村
さ
ん
は
、

育
休
か
ら
復
帰
し

職
場
初
の
時
短
勤

務
者
と
し
て
働
き

始
め
た
経
験
を
通

じ
て
、
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
の

重
要
性
を
実
感
。

妊
娠
中
で
も
負
担

な
く
働
け
る
ラ
イ
ン
づ
く
り
や
突
発
休
み
へ
の

理
解
が
広
が
っ
た
の
は
、
彼
女
の
経
験
が
職
場

に
新
し
い
価
値
観
を
も
た
ら
し
た
か
ら
だ
。

３
名
が
共
通
し
て
語
る
の
は
「
ま
ず
は
や
っ

て
み
る
こ
と
」。失
敗
を
恐
れ
ず
、気
づ
き
続
け
、

学
び
続
け
る
姿
勢
が
挑
戦
の
連
鎖
を
生
み
、
職

場
を
前
向
き
に
し
て
い
る
。

命
を
守
る
製
品
を
つ
く
る
責
任

─
現
場
力
が
競
争
力
を
生
む

エ
ア
バ
ッ
グ
は
命
に
関
わ
る
装
置
で
あ
る
。

事
故
で
命
が
助
か
っ
た
と
い
う
サ
ン
ク
ス
レ

タ
ー
が
届
く
と
、
現
場
の
空
気
は
一
瞬
で
引
き

締
ま
る
。「
私
た
ち
の
仕
事
は
、人
の
命
を
守
っ

て
い
る
」。
そ
の
実
感
が
改
善
へ
の
意
欲
と
責

任
感
を
強
め
る
。
改
善
活
動
で
は
、
成
果
が
出

た
と
き
の
達
成
感
を
全
員
で
共
有
す
る
。
か
ら

く
り
改
善
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
を

形
に
す
る
過
程
は
、
チ
ー
ム
で
作
品
を
つ
く
る

よ
う
な
高
揚
感
が
あ
る
。
教
育
で
は
「
お
気
づ

き
カ
メ
ラ
」
を
使
い
、
作
業
の
癖
や
改
善
点
を

一
緒
に
確
認
し
、
納
得
感
の
あ
る
指
導
に
つ
な

げ
て
い
る
。
設
備
点
検
は
「
命
を
守
る
健
康
診

断
」。
品
質
は
現
場
の
気
づ
き
と
改
善
の
積
み

重
ね
で
守
ら
れ
て
い
る
。

未
来
の
モ
ノ
づ
く
り
を
担
う
若
者
へ

─
挑
戦
す
る
力
が
競
争
力
に
な
る

モ
ノ
づ
く
り
の
競
争
力
の
源
泉
は
「
人
財
」

で
あ
る
。
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
実
現
す
る
こ

と
で
、
誰
も
が
や
り
が
い
と
挑
戦
意
欲
を
持
て

る
現
場
を
つ
く
る
。
改
善
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
重
ね
、
Ａ
Ｉ
な
ど
新
技
術
を
取
り
入

れ
な
が
ら
学
び
続
け
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

豊
田
合
成
は
、
誰
も
が
輝
け
る
〝
居
場
所
〟

と
〝
舞
台
〟
を
整
え
、
未
来
の
モ
ノ
づ
く
り
を

担
う
若
者
が
挑
戦
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
そ
れ
が
日
本
の
競
争
力
に
つ
な
が
る

と
信
じ
て
い
る
。

働きやすさと挑戦を両立させる“ウェルビーイングな現場づ
くり”を体現する3名（奥から加藤早織係長、河合美歩係長、
辻村智代さん）。

誰もが働きやすい工程づくりをめざし、従来は立ち作
業が当たり前であった工程に対し、高年齢者や妊婦の
方など、一日中立ち続けることが負担となる従業員の
声を踏まえて改善。この課題に対し、エルゴノミクス
の考え方を取り入れた「ダイバーシティライン」を導
入し、立っても座っても作業ができる工程を実現。
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現
場
で
の
実
感
が
改
善
を
生
む

ヤ
マ
ハ
発
動
機
の
村
木
健
一
取
締
役
が
モ
ノ

づ
く
り
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、「
現
場
に

出
て
、
そ
れ
が
実
感
で
き
る
か
」
と
い
う
姿
勢

で
あ
る
。
生
産
準
備
の
業
務
を
通
じ
て
、
設
備

を
導
入
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
現
場
の
人

が
使
い
こ
な
し
、
生
産
で
き
て
初
め
て
価
値
が

生
ま
れ
る
と
感
じ
て
き
た
。

２
０
１
６
年
、
タ
イ
工
場
の
取
締
役
社
長
と

し
て
赴
任
し
た
際
、
競
争
激
化
や
原
価
上
昇
で

経
営
が
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。
会
議
で
は
危

機
感
が
語
ら
れ
て
い
た
が
、
現
場
を
見
る
と
基

本
が
守
ら
れ
て
い
な
い
点
が
多
く
、
改
善
の
余

地
が
随
所
に
あ
っ
た
。
デ
ー
タ
で
は
見
え
な
い

課
題
も
、
現
場
に
足
を
運
べ
ば
必
ず
ヒ
ン
ト
が

見
つ
か
る
。
小
さ
な
改
善
の
積
み
重
ね
が
経
営

の
安
定
に
つ
な
が
る
こ
と
を
実
感
し
た
と
い
う
。

以
前
は
ベ
ト
ナ
ム
で
も
、
新
工
場
の
立
ち
上

げ
を
担
当
。
熱
意
あ
る
人
財
が
多
い
一
方
、
長

続
き
し
な
い
働
き
方
な
ど
、
タ
イ
と
は
異
な
る

課
題
も
あ
っ
た
。
国
や
文
化
が
違
っ
て
も
「
現

場
を
見
て
課
題
を
捉
え
る
こ
と
が
改
善
の
起
点

に
な
る
」
と
い
う
信
念
は
揺
る
が
ず
、
村
木
取

締
役
の
現
場
観
を
よ
り
強
固
に
し
た
。

女
性
活
躍
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が

現
場
を
変
え
る

　

タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
と
も
に
女
性
の
活
躍
は
目

覚
ま
し
く
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
で
も
「
せ
い
ぞ
う

小
町
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
男
性
中

心
の
職
場
で
は
気
づ
き
に
く
か
っ
た
、
現
場
の

汚
れ
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
配
慮
の
不
足
、
重
い
物

の
移
動
な
ど
の
課
題
が
改
善
さ
れ
、
働
き
や
す

さ
が
向
上
し
た
。
２
０
２
５
年
に
は
、
彼
女
た

現場力を未来へつなぐ
─ヤマハ発動機が描く人づくりと改善のストーリー

ヤマハ発動機株式会社

ヤマハ発動機では、現場の実感を起点にした改善、女性活躍をはじめとするダイ
バーシティ、人財育成の仕組みを通じて、モノづくりの未来を切り拓いている。
本企画では、現場と経営をつなぐリーダー、改善を進める女性たちの声を紹介し、
TPMレディース大会やTPM優秀論文賞に象徴される“人づくり”の姿を追う。

女性目線で様々な改善に取組んできたせいぞう小町の第4期
メンバー
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ち
の
提
案
か
ら
作
業
服
を
刷
新
し
、
現
場
の
声

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
よ
り
良
い
環
境
が
生
ま

れ
た
。

こ
う
し
た
女
性
の
改
善
力
を
称
え
る
場
が

「
Ｔ
Ｐ
Ｍ
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会
」
で
あ
る
。
女
性

な
ら
で
は
の
視
点
が
職
場
改
善
の
新
し
い
力
と

な
り
、
現
場
の
気
づ
き
を
組
織
の
力
へ
と
変
え

て
き
た
。

ま
た
、
外
国
籍
人
財
の
増
加
に
と
も
な
う
多

言
語
化
や
食
事
面
の
配
慮
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
の
あ
る
方
へ
の
環
境
整
備
、
グ
ル
ー
プ
会
社

「
ヤ
マ
ハ
モ
ー
タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
株
式
会
社
」

の
設
立
な
ど
、
多
様
な
人
財
が
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
も
進
め
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｍ
論
文
賞
で
育
て
る

″
改
善
を
言
語
化
す
る
力
〟

ヤ
マ
ハ
発
動
機
で
は
１
９
９
５
年
か
ら
Ｔ
Ｐ

Ｍ
論
文
賞
に
毎
年
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
延
べ
52
名

が
受
賞
し
て
い
る
。
論
文
作
成
は
論
理
的
思
考

を
鍛
え
、
業
務
を
整
理
し
言
語
化
す
る
機
会
と

な
り
、
外
部
発
表
の
経
験
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
成

長
に
つ
な
が
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｍ
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会

が
「
現
場
の
気
づ
き
」
を
育
て
る
場
で
あ
る
の

に
対
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｍ
論
文
賞
は
「
改
善
を
論
理
的

に
ま
と
め
、
発
信
す
る
力
」
を
育
て
る
場
で
あ

り
、
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
が
推
進
す
る
人
財
育
成
の
両
輪

と
な
っ
て
い
る
。

学
歴
に
よ
る
配
属
や
キ
ャ
リ
ア
の
差
を
撤
廃

し
、
高
卒
で
も
管
理
職
と
し
て
活
躍
で
き
る
制

度
に
改
め
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
人

財
観
と
一
致
す
る
。
隠
れ
た
能
力
を

発
掘
し
、
多
様
な
価
値
観
を
持
つ

人
々
が
連
携
し
て
働
く
こ
と
こ
そ
、

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
強
さ
だ
と
村

木
取
締
役
は
語
る
。

自
動
化
が
進
む
時
代
で
も
、
五
感

を
使
い
柔
軟
に
作
業
で
き
る
の
は
人

間
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
価
値
は
ま
す

ま
す
高
ま
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
が
進
化
す

る
ほ
ど
「
リ
ア
ル
の
価
値
」
が
際
立

ち
、
モ
ノ
づ
く
り
は
ま
す
ま
す
面
白

い
仕
事
に
な
る
と
未
来
の
担
い
手
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。

ヤマハ発動機　取締役 上席執行役員　村木 健一 さん
1990年にヤマハ発動機へ入社。生産技術分野を中心にキャリア
を重ね、2016年にタイの部品製造子会社社長、2017年にThai 
Yamaha Motor取締役を歴任。2019年より生産技術本部長として
グローバル生産体制の強化を推進し、執行役員に就任。2024年か
らランドモビリティ事業本部SPV事業部長を務め、2026年3月に取
締役 上席執行役員に就任。現在は製造・調達管掌として、品質保
証、生産技術、調達領域を統括している。日本のモノづくりの強さは

「人」だと熱く語っていただいた

TPM論文賞が論理的思考と発信力を鍛える機会になって
いる（写真はTPM論文賞表彰式）
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る
匠
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。
外
国
籍
人
財
や

高
齢
者
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
挑
戦

し
、
10
年
後
に
従
業
員
の
半
数
が
50
歳
以
上
に

な
る
見
込
み
か
ら
設
備
や
作
業
の
見
直
し
を
進

め
て
い
る
。

若
手
採
用
で
は
モ
ノ
づ
く
り
へ
の
興
味
が
薄

れ
て
い
る
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
製
品
が
ど
の

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
機
会
づ
く

り
を
模
索
し
て
い
る
。「
課
題
は
尽
き
な
い
が
、

現
場
と
の
橋
渡
し
を
通
じ
て
日
々
学
び
続
け
て

い
る
」
と
語
る
。

せ
い
ぞ
う
小
町
で
芽
生
え
た

″
自
ら
動
く
改
善
力
”

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
事
業
部
生
産
推
進
グ
ル
ー
プ

の
鈴
木
美
結
さ
ん
は
、
高
校
で
モ
ノ
づ
く
り
を

浸
透
さ
せ
る
橋
渡
し
役
と
し
て
の
役
割
を
強
く

意
識
し
て
い
る
。

せ
い
ぞ
う
小
町
と
多
様
な
人
財
施
策
で

現
場
力
を
底
上
げ

せ
い
ぞ
う
小
町
創
設
の
背
景
に
は
、
社
員
意

識
調
査
で
若
年
女
性
の
満
足
度
が
低
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
女
性
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を
つ

く
る
目
的
で
組
織
を
立
ち
上
げ
た
が
、
当
初
は

製
造
現
場
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
成
果
も
見
え

に
く
か
っ
た
。
責
任
者
と
の
対
話
を
重
ね
、
活

動
成
果
を
現
場
に
持
ち
帰
ら
れ
る
「
現
場
主
体

の
活
動
」
へ
改
善
し
た
こ
と
で
認
知
度
が
高
ま

り
、
活
動
は
軌
道
に
乗
っ
た
。

せ
い
ぞ
う
小
町
の
価
値
は
、
従
来
の
常
識
と

は
異
な
る
視
点
で
現
場
を
見
つ
め
改
善
す
る
点

に
あ
る
。現
場
の
汚
れ
や
作
業
台
の
高
さ
な
ど
、

こ
れ
ま
で
課
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
箇
所
を
改
善

し
、
働
き
や
す
さ
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
成
長
に
つ
な
が
っ
た
」
と

い
う
声
が
増
え
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
も

寄
与
し
て
い
る
。

さ
ら
に
生
産
本
部
で
は
、
技
能
を
極
め
後
進

育
成
を
担
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
認
定
す

現
場
と
経
営
を
つ
な
ぐ

″
人
づ
く
り
〟
の
橋
渡
し
役

生
産
本
部 

生
産
戦
略
統
括
部 

モ
ノ
づ
く
り

人
財
戦
略
部
長
の
石
塚
一
子
さ
ん
は
、
建
築
士

と
し
て
海
外
工
場
建
設
を
担
当
す
る
た
め
中
途

入
社
し
た
。
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
工
場
建
設
、
国
内
工
場
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
人
事
部
門
を
経
て
、
２
０
２
４
年
か
ら
生

産
本
部
の
部
長
を
務
め
て
い
る
。
未
経
験
領
域

へ
の
挑
戦
で
あ
り
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る

と
い
う
。

石
塚
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
「
モ
ノ

づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
い
う
考
え
方
。
現
場

の
声
を
経
営
に
届
け
、
経
営
の
考
え
を
現
場
に

せいぞう小町の活動が軌道に乗るまで、
様々な苦労があったと振り返る石塚部長。
現場と経営が円滑なコミュニケ―ション
を図れるよう努めている

せいぞう小町のチームリーダー
として活躍された鈴木さん
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な
ど
新
た
な
テ
ー
マ
を
自
職
場
に
取
り
入
れ
る

な
ど
、
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
。
身
近
な

改
善
が
誰
か
の
働
き
や
す
さ
に
つ
な
が
る
こ
と

を
実
感
し
、
さ
ら
に
現
場
を
良
く
し
た
い
と
い

う
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
。

若
い
世
代
へ
伝
え
た
い

モ
ノ
づ
く
り
の
魅
力

鈴
木
さ
ん
が
感
じ
る
モ
ノ
づ
く
り
の
魅
力

は
、
小
さ
な
部
品
が
組
み
合
わ
さ
り
、
完
成
品

と
し
て
動
く
瞬
間
の
感
動
だ
と
い
う
。
改
善
を

重
ね
る
こ
と
で
職
場
が
良
く
な
り
、「
あ
り
が

と
う
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
大
き
な
や

り
が
い
に
な
る
。「
新
し
い
視
点
を
大
切
に
し
、

失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
若
い
世

代
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。

関
係
者
を
巻
き
込
み
な
が
ら
改
善
を
進
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
高
い
棚
か
ら
材
料
を
取
る
動
作

の
解
消
や
重
量
物
へ
の
表
示
改
善
な
ど
、
安
全

で
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

た
。こ

う
し
た
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、
女
性
目
線
で

の
ト
イ
レ
表
示
改
善
の
相
談
や
、
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
へ
の
参
加
な
ど
、
活
動
の
成
果
が
職
場

に
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｍ
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会
で
得
た

学
び
と
広
が
る
交
流

活
動
２
年
目
の
鈴
木
さ
ん
は
、
せ
い
ぞ
う
小

町
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
Ｔ
Ｐ

Ｍ
レ
デ
ィ
ー
ス
大
会
で
は
発
表
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
し
て
参
加
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
多

様
な
立
場
の
社
員
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、

発
表
資
料
を
準
備
す
る
こ
と
は
不
安

も
大
き
か
っ
た
が
、
チ
ー
ム
で
協
力
し

な
が
ら
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
「
き

ら
め
き
賞
」
を
受
賞
し
、
他
社
か
ら
も

高
い
評
価
を
得
た
。

交
流
会
で
は
他
社
の
優
れ
た
事
例

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
休
憩
所
の
改
善

学
び
、
地
元
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
入

社
し
た
。
Ｓ
Ｍ
Ｔ
実
装
機（
表
面
実
装
機
）の

エ
ー
ジ
ン
グ
工
程
で
３
年
、
実
装
工
程
で
４
年

の
製
造
経
験
を
経
て
、
２
０
２
６
年
か
ら
は

パ
ー
ツ
出
荷
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。

せ
い
ぞ
う
小
町
の
活
動
を
通
じ
て
最
も
変
化

し
た
の
は
、
課
題
へ
の
向
き
合
い
方
だ
。
以
前

は
困
り
ご
と
を
誰
か
に
改
善
し
て
も
ら
う
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、今
で
は
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

第36回TPMレディース大会発表会場にて。鈴木さんも発表に参加した

『DE＆I ハンドブック』
「せいぞう小町」が現場の女性従
業員の声や知見を集約し、ライフ
イベントへの対応や職場改善の事
例、働きやすい環境づくりのヒント
をまとめた実践的なハンドブック
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株式会社アイシン
加藤達也さん
坂元裕季さん
藤岡真司さん

アイシン軽金属株式会社
石川颯太さん
丹保頌平さん

アイシン高丘東北株式会社
髙橋梨花さん

愛知製鋼株式会社
友浦佳奈さん・小林愛美さん
森勇人さん

イビデン株式会社
菱田大介さん

ジヤトコ株式会社
武田勝成さん

株式会社 SUBARU
瀧澤育真さん

豊田合成株式会社
中島聖太さん

豊田合成東日本株式会社
髙橋勇樹さん
大友通恭さん

トヨタ自動車株式会社
安江菜那さん
村上文雄さん

トヨタ自動車東日本株式会社
石垣真希さん
熊谷健作さん
松尾拓弥さん

トヨタ車体株式会社
鍵谷敏明さん
中本聡一さん

日産自動車株式会社
小中利光さん
鈴木貴浩さん
晝間雅吉さん
前松陽介さん

日本製鉄株式会社
岩本竜也さん
長江一樹さん

マツダ株式会社
合津雄介さん
松原史浩さん

会社名50音順

わが社の自慢できる
保全員・オペレーター
インタビュー

公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会では全国設備
管理強調月間にあわせ、「わが社の自慢できる保全員・オ
ペレーター」を募集。全国からエントリーいただきました
15 社 30 名の方々をご紹介します。本企画では多くの方に
設備管理や改善の大切さをご理解していただくことをはじ
め、広く製造業で働く方が目指す人物像として、日本の製
造業のさらなる活性化に貢献できればと考えています。
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加
藤
さ
ん
は
２
０
０
２
年
の
入
社
以

来
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
な
ど
の
生
産
に
携
わ
っ

て
き
た
。
結
婚
を
機
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
、
２
０
１
１
年
に
社
内
募
集
を
通

じ
て
保
全
課
へ
の
異
動
を
希
望
し
た
。
Ｆ

Ｍ
Ｓ
ラ
イ
ン
（
自
動
生
産
ラ
イ
ン
）
で
自

主
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
経
験
は

あ
っ
た
も
の
の
、
配
属
当
初
は
不
安
も
大

き
か
っ
た
。
新
川
工
場
は
ア
イ
シ
ン
創
業

の
地
で
あ
り
、
当
時
は
職
人
気
質
で
厳
し

い
先
輩
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
加
藤
さ
ん

は
「
１
日
１
つ
は
必
ず
覚
え
て
帰
る
」
と

い
う
姿
勢
で
先
輩
た
ち
の
指
導
に
食
ら
い

つ
き
、
徐
々
に
力
を
つ
け
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
高
み
を
目
指
し
、
資
格
取
得
に

対
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
昼
夜

２
交
替
制
の
な
か
、
休
日
を
活
用
し
て
猛

勉
強
を
重
ね
た
。
２
０
１
３
年
の
普
通
旋

盤
２
級
を
皮
切
り
に
、
第
二
種
電
気
工
事

士
や
フ
ラ
イ
ス
盤
２
級
な
ど
多
数
の
資
格

を
取
得
。
さ
ら
に
、
機
械
保
全
技
能
検
定

で
は
機
械
系
保
全
作
業
・
電
気
系
保
全
作

業
の
１
級
に
加
え
、
２
０
２
５
年
に
は
、

特
級
に
も
合
格
し
、
現
在
は
、
総
合
的
な

視
点
で
対
応
で
き
る
技
術
者
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。

　

加
藤
さ
ん
の
強
み
は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
た
現
場
と
の
ス

ム
ー
ズ
な
連
携
と
、
根
本
原
因
を
解
決
す

る
改
善
力
に
あ
る
。
そ
の
真
骨
頂
が
、
Ｆ

Ｍ
Ｓ
ラ
イ
ン
で
パ
レ
ッ
ト
を
搬
送
す
る
コ

ン
ベ
ア
に
お
け
る
倍
速
チ
ェ
ー
ン
の
テ
ン

シ
ョ
ナ
ー
の
考
案
だ
。
従
来

は
チ
ェ
ー
ン
が
伸
び
る
た
び

に
手
動
で
調
整
し
て
お
り
、

対
応
が
遅
れ
る
と
ロ
ー
ラ
ー

が
破
損
す
る
な
ど
の
不
具
合

が
発
生
し
て
い
た
。
そ
こ
で

自
動
で
テ
ン
シ
ョ
ン
を
か
け

続
け
る
機
構
を
独
自
に
考
案

し
導
入
。
チ
ェ
ー
ン
交
換
な
ど
突
発
的
な

故
障
の
ゼ
ロ
化
を
実
現
し
た
。

　

２
０
２
５
年
に
職
長
に
昇
格
し
て
か
ら

は
、若
手
育
成
に
も
注
力
し
て
い
る
。「
現

在
は
Ｆ
Ｍ
Ｓ
ラ
イ
ン
が
増
え
る
一
方
で
、

保
全
マ
ン
は
少
な
い
人
数
で
対
応
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
属
人
化
を
な
く
し
、
修
理

を
減
ら
す
こ
と
で
、
設
備
安
定
稼
働
を
目

指
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
加
藤
さ
ん
は
、

今
日
も
幅
広
い
現
場
を
奔
走
し
て
い
る
。 

電気・機械・制御の三領域を把握、
現場からの信頼も厚い「マルチ保全マン」

加
かとう

藤 達
たつや

也 さん 

株式会社アイシン

新川衣浦工場　
工場技術室　保全1課　
1係　職長

加藤さんは「直して終わりにしない保
全」を信条としている。ただ部品を交換
するだけでなく、故障の原因を徹底的
に解析し、ライン停止を未然に防ぐこ
とを最重要視している。
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上
司
の
根
山
課
長
か
ら
「
秘
め
た
実
力

派
」
と
評
さ
れ
る
坂
元
さ
ん
。
ア
イ
シ
ン

高
等
学
園
で
１
年
間
教
育
を
受
け
、
２
０

１
０
年
に
新
豊
工
場
へ
配
属
さ
れ
た
。
当

初
は
製
造
ラ
イ
ン
に
従
事
し
て
い
た
が
、

２
０
１
１
年
に
保
全
課
へ
異
動
。
先
輩
た

ち
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、
数
多
く
の
保

全
業
務
に
携
わ
る
こ
と
で
成
長
し
、
班
長

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
。
製
造
ラ
イ
ン

で
の
経
験
を
持
つ
か
ら
こ
そ
、
現
場
の
気

持
ち
を
理
解
で
き
る
こ
と
が
自
身
の
強
み

だ
。
ま
た
他
社
へ
の
出
向
を
通
じ
て
異
な

る
設
備
や
文
化
を
吸
収
し
、
さ
ら
に
保
全

員
と
し
て
の
視
野
を
広
げ
て
い
る
。

　

坂
元
さ
ん
は
突
発
班
で
は
な
く
、
設
備

が
故
障
し
な
い
よ
う
に
整
備
す
る
予
防
保

全
の
担
当
だ
。
１
年
に
１
回
の
定
期
点
検

で
は
上
司
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
内
容
を
計

画
し
、
坂
元
さ
ん
は
技
能
員
た
ち
と
協
議

し
な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い
る
。
現
場
で

は
危
険
箇
所
で
の
作
業
も
多
く
な
る
の

で
、
安
全
面
に
は
特
に
注
意
し
、
品
質
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
、
作
業
後
に
は
修
理

箇
所
を
入
念
に
確
認
し
て
い
る
。

　

坂
元
さ
ん
は
、
機
械
保
全
技
能
検
定
を

は
じ
め
、
電
気
工
事
士
や
普
通
旋
盤
、
自

主
保
全
士
、
ク
レ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
の
操
作
に
至
る
ま
で
、
数
か
ず
の
資
格

を
持
つ
。
特
に
Ｆ
Ｂ
（
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン

キ
ン
グ
）
プ
レ
ス
と
い
う
油
圧
プ
レ
ス
に

関
す
る
構
造
知
識
や
修
理
対
応
力
は
群
を

抜
い
て
お
り
、
現
場
の
課
題
を
確
実
に
解

決
し
て
い
る
。
ま
た
、
職
場
の
Ｑ
Ｃ
サ
ー

ク
ル
の
リ
ー
ダ
ー
も
務
め
、
中
心
的
存
在

と
な
っ
て
い
る
。

　

人
が
敬
遠
し
が
ち
な
仕
事
で
も
「
職
場

の
改
善
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
率
先
し
て
取

り
組
む
姿
勢
は
模
範
と
な
っ
て
お
り
、
周

囲
も
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。
い
じ
ら
れ

キ
ャ
ラ
と
し
て
場
を
和
ま
せ
る
一
方
で
、

確
か
な
判
断
力
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

楽
し
さ
と
確
か
な
技
術
力
で
、
現
場
の
先

頭
に
立
っ
て
力
強
く
牽
引
し
て
い
く
。

多種多様な資格と知識で、
日々の整備と点検に励む予防保全のリーダー

坂
さかもと

元 裕
ゆうき

季 さん 

株式会社アイシン

新豊工場　
工場技術室　
保全課　班長

「保全の仕事は、いろいろなことを考える力がつき、技能も向上するの
で、ぜひ若い人にチャレンジしてほしい」と語る坂元さん。自らも、さら
に向上心を持って取り組むと決意を新たにした。
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藤
岡
さ
ん
は
２
０
１
１
年
に
入
社
。
ア

イ
シ
ン
学
園
に
て
１
年
間
の
技
術
教
育
を

経
て
、
西
尾
ダ
イ
カ
ス
ト
工
場
に
配
属
さ

れ
た
。現
在
は
、自
動
車
の
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ケ
ー
ス
の
ダ
イ
カ
ス
ト
（
鋳
造
）

工
程
に
お
け
る
保
全
業
務
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
。
当
初
は
巨
大
な
鋳

造
設
備
や
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
に
戸
惑
う
こ

と
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
先
輩
や
上
司

の
指
導
を
貪
欲
に
吸
収
し
、
今
で
は
後
輩

た
ち
か
ら
相
談
を
受
け
る
存
在
に
ま
で
成

長
し
た
。

　

自
身
の
強
み
を
、
故
障
原
因
の
解
析
力

だ
と
語
る
藤
岡
さ
ん
。
中
で
も
特
筆
す
べ

き
は
、
過
去
に
制
作
さ
れ
た
デ
ー
タ
収
集

装
置
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
こ
と
だ
。
従

来
は
設
備
ご
と
に
持
参
し
、
１
サ
イ
ク
ル

分ぶ
ん

の
デ
ー
タ
し
か
取
得
で
き
な
か
っ
た

が
、
波
形
ガ
ー
ド
バ
ン
ド
と
い
う
新
た
な

設
定
を
使
い
、
設
備
保
全
の
事
務
所
か

ら
24
時
間
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
遠
隔
監
視
・

デ
ー
タ
収
集
で
き
る
装
置
へ
と
改
良
し

た
。
今
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

圧
力
や
電
流
値
の
異
常
を
早
期
発
見
で
き

る
方
法
を
確
立
し
た
結
果
、
点
検
時
間
の

短
縮
に
よ
る
省
人
化
や
、
生
産
損
失
の
低

減
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
。
さ
ら

に
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
以
前
の

デ
ー
タ
と
比
較
し
て
故
障
解
析
を
一
括
管

理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
も
主

体
的
に
携
わ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

現
場
メ
ン
バ
ー
が
抱
え
て
い
た
課
題

の
解
決
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　

今
後
は
保
全
業
務
に
Ａ
Ｉ
技
術
や

Ｄ
Ｘ
を
融
合
さ
せ
、
他
部
署
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
故
障
の
自
動
予
知
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
後
輩
た
ち
へ
も

積
極
的
に
知
識
を
共
有
し
、
誰
で
も

簡
単
に
高
度
な
デ
ー
タ
監
視
が
行
え

る
「
技
能
の
標
準
化
」
を
目
指
す
。「
工

場
を
止
め
な
い
」
と
い
う
保
全
員
の
矜
持

を
保
ち
な
が
ら
、
自
ら
も
技
術
を
磨
き
続

け
る
藤
岡
さ
ん
。
や
が
て
後
輩
た
ち
が
現

場
を
牽
引
し
て
い
け
る
よ
う
、
そ
の
成
長

を
全
力
で
支
え
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

兆候監視から予兆監視へ、
新たな設備保全の働き方を追求

藤
ふじおか

岡 真
しんじ 

司さん 

株式会社アイシン

西尾ダイカスト工場　
工場技術室　
設備保全課

保全の仕事には体力も欠かせないと考え、藤岡さん
は、オフの日にラジオを聞きながらランニングを続け
ている。安全と健康を最優先に日々の仕事に向き合っ
ている。
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石
川
さ
ん
は
２
０
０
９
年
の
入
社
後
１

年
間
ア
イ
シ
ン
学
園
で
技
術
を
学
び
、
さ

ら
に
１
年
間
製
造
ラ
イ
ン
で
経
験
を
積
ん

だ
。
そ
の
後
保
全
業
務
一
筋
に
キ
ャ
リ
ア

を
築
き
、
現
在
は
組
長
と
し
て
現
場
を
支

え
て
い
る
。
工
場
に
は
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
Ｎ
Ｃ
旋
盤
、
洗
浄
機
、
漏
れ
試
験

機
な
ど
高
精
度
が
求
め
ら
れ
る
約
１
，

０
０
０
台
も
の
多
種
多
様
な
機
械
が
存
在

す
る
が
、業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
、

故
障
時
間
が
長
く
な
る
修
理
は
何
か
と
い

う
こ
と
を
洗
い
出
し
、
そ
の
要
因
を
解
析

し
、
対
策
を
立
案
す
る
こ
と
で
、
故
障
停

止
率
の
低
減
に
努
め
て
い
る
。

　

現
場
に
は
自
動
組
付
や
自
動
外
観
検
査

な
ど
新
し
い
機
械
や
制
御
装
置
が
次
々
と

導
入
さ
れ
る
た
め
、
初
め
て
の
事
態
に
直

面
す
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
際
石
川
さ
ん

は
生
技
グ
ル
ー
プ
と
情
報
共
有
し
た
り
、

メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
知

識
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
続
け
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
る
。

　

２
０
２
５
年
に
は
故
障
ロ
ボ
ッ
ト
交
換

後
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
作
業
時
間
を
短
縮
す

る
た
め
の
原
点
出
し
の
方
法
を
変
更
と
い

う
改
善
事
例
を
、
富
山
県
で
開
催
さ
れ
た

Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
改
善
事
例
発
表
会
の
地
区
大
会

で
発
表
す
る
な
ど
、
職
場
改
善
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
機
械
保
全

技
能
検
定
・
機
械
系
保
全
作
業
１
級
や
機

械
科
の
職
業
訓
練
指
導
員
な
ど
の
資
格
を

取
得
し
、
後
進
の
育
成
に
も
役
立
て
て
い

る
。

　

チ
ー
ム
力
の
底
上
げ
を
図
る
石
川
さ
ん

が
掲
げ
る
の
は
「
攻
め
の
保
全
」
だ
。
単

に
故
障
し
た
設
備
を
修
理
す
る
「
守
り
の

保
全
」
か
ら
脱
却
し
、
異
常
を
事
前
に
察

知
す
る
「
予
知
」、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
改

良
に
よ
る
「
予
防
」、
そ
し
て
設
備
仕
様

の
「
標
準
化
」
を
推
進
し
て
い
る
。「
今

後
は
予
知
保
全
や
計
画
保
全
を
さ
ら
に
拡

充
し
、
突
発
故
障
を
極
限
ま
で
減
ら
し
た

い
」と
語
る
そ
の
目
は
、機
械
保
全
グ
ル
ー

プ
の
確
か
な
未
来
を
見
据
え
て
い
る
。

「守りの保全」から「攻めの保全」へ、
探究心と解析力でチームを牽引

石
いしかわ

川 颯
りょうた

太 さん 

アイシン軽金属
株式会社
ダイカスト工場　
ダイカスト製造エンジニアリング室
機械保全グループ　
組長

班長と保全計画を立案する石川さん。年間保全計画実施率
100％達成を目標に、設備の故障が起こらないよう日々点検
や整備に励み、故障停止率減少をめざしている。
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丹
保
さ
ん
は
２
０
１
６
年
、
高
校
時
代

の
先
輩
の
紹
介
を
き
っ
か
け
に
入
社
し

た
。
ル
ー
フ
レ
ー
ル
の
製
造
ラ
イ
ン
を
経

験
し
た
後
、翌
年
に
現
在
の
部
署
へ
配
属
。

以
来
、
機
械
保
全
の
分
野
で
知
識
と
技
術

を
磨
い
て
き
た
。

　

配
属
当
初
、
機
械
保
全
の
仕
事
に
は
、

設
備
を
修
理
す
る
た
め
の
専
門
知
識
だ
け

で
な
く
、
不
具
合
の
原
因
を
考
え
抜
く
力

が
求
め
ら
れ
た
。
当
時
は
人
員
も
少
な
く

多
忙
な
日
々
が
続
い
た
が
、
丹
保
さ
ん
は

「
分
か
ら
な
い
こ
と
は
納
得
で
き
る
ま
で

調
べ
る
」
と
い
う
持
ち
前
の
探
究
心
で
知

識
と
技
術
を
習
得
。
そ
の
努
力
を
重
ね
、

国
家
資
格
で
あ
る
機
械
保
全
技
能
士
、
機

械
系
保
全
作
業
・
電
気
系
保
全
作
業
共
に

１
級
を
取
得
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
。
現

在
は
班
長
と
し
て
、
生
産
設
備
の
機
能
を

維
持
し
、
ラ
イ
ン
停
止
時
間
を
減
ら
す
こ

と
を
大
き
な
役
割
と
し
て
い
る
。
毎
朝
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
設
備
の
状
態
や
当
日
の

対
応
内
容
を
確
認
し
、
製
造
部
門
が
抱
え

る
問
題
点
や
修
理
に
つ
な
が
る
不
具
合
の

有
無
を
「
保
全
連
絡
会
」
で
共
有
。
修
理

内
容
や
再
発
防
止
策
は
「
保
全
反
映
書
」

で
確
認
し
な
が
ら
、
故
障
ゼ
ロ
を
目
指
す

活
動
を
グ
ル
ー
プ
全
体
で
進
め
て
い
る
。

　

部
品
の
在
庫
管
理
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
丹
保
さ
ん
。
欠
品
に
よ
る
長
時
間
の
生

産
停
止
を
防
ぐ
た
め
、
必
要
な
部
品
が
な

い
場
合
に
は
代
用
可
能
な
部
品
を
探
し
、

自
ら
改
造
を
加
え
て
対
応
す
る
こ
と
も
あ

る
。
柔
軟
な
発
想
と
原
因
を
見
極
め
る
力

で
、設
備
停
止
の
長
期
化
を
防
い
で
き
た
。

安
全
面
へ
の
意
識
も
高
く
、
危
険
箇
所
で

の
修
理
作
業
な
ど
で
発
生
し
た
「
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
毎
月
報
告
を
受
け
、

必
要
に
応
じ
て
足
場
を
設
置
す
る
な
ど
、

作
業
者
が
安
全
に
保
全
作
業
を
行
え
る
環

境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

後
輩
へ
の
指
導
に
も
熱
心
で
、「
後
輩
た

ち
が
『
真
似
た
い
』
と
思
え
る
よ
う
な
先

輩
で
あ
り
た
い
」と
語
る
。
自
分
で
考
え
、

壁
を
乗
り
越
え
た
と
き
の
達
成
感
を
後
輩

に
も
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

成長し続ける姿勢と、
チームワークで現場を支えるリーダー

丹
たんぼ

保 頌
しょうへい

平 さん 

アイシン軽金属
株式会社
押出工場　
押出製造エンジニアリング室　
機械保全グループ
班長

切断機の主軸とベアリングの嵌め合い部の摩耗測定調査を
行う丹保さん。オフにはボルダリングや岩を登るクライミン
グが趣味で、三重県や岐阜県にも遠征に出かけている。
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髙
橋
さ
ん
は
高
校
時
代
に
企
業
説
明
会

に
参
加
。「
人
の
命
を
守
る
ブ
レ
ー
キ
部

品
を
つ
く
る
仕
事
」
に
強
く
惹
か
れ
、
入

社
を
決
意
し
た
。
配
属
先
で
は
、
部
署
初

の
女
性
保
全
員
と
し
て
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
制
御
の

回
路
変
更
や
制
御
盤
内
の
配
線
変
更
、
部

品
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
な
ど
、
最
前
線
で

高
度
な
専
門
技
術
が
必
要
な
業
務
に
従
事

し
て
い
る
。

　

普
通
科
高
校
出
身
の
た
め
、
当
初
は
不

安
や
焦
り
ば
か
り
だ
っ
た
。
し
か
し
ト
ヨ

タ
自
動
車
東
日
本
学
園
で
１
ヶ
月
間
徹
底

し
て
学
ん
だ
お
か
げ
で
十
分
な
基
礎
知
識

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。「
人
一
倍
勉
強

し
て
早
く
独
り
立
ち
し
た
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
努
力
も
続
け
た
。
ま
た
「
３
年
で

班
長
に
な
る
」
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
外
部
講
習
や
現
場
で
学
ん
だ
こ
と

を
ノ
ー
ト
に
細
か
く
書
き
写
し
、
自
宅
で

も
猛
勉
強
を
重
ね
た
。
さ
ら
に
実
践
を
繰

り
返
す
う
ち
に
知
見
が
広
が
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
改
善
に
役
立
て
て
い
る
。

　

技
術
面
で
の
習
熟
に
加
え
、「
職
場
の

先
輩
方
と
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ

と
で
精
神
面
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
」
と
語

る
髙
橋
さ
ん
。
自
身
の
強
み
を
現
場
に
調

和
を
も
た
ら
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
分
析
す
る
。
突
発
故
障
発
生
時
の
殺

伐
と
し
が
ち
な
現
場
の
空
気
を
持
ち
前
の

明
る
さ
で
和
ま
せ
、
周
囲
の
焦
り
を
防
ぐ

精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
役
を
自
ら
担
い
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
結
束
に
繋
げ
て
い
る
。

　

今
後
は
知
識
と
技
術
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
、「
教
え
ら
れ
る
立
場

か
ら
教
え
る
立
場
」
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
た
い
と
願
う
。
人
に
教
え
る
プ
ロ
セ

ス
を
通
じ
て
自
分
自
身
の
理
解
を
深
め
、

自
工
場
の
保
全
技
能
の
底
上
げ
に
貢
献
す

る
。
自
ら
が
道
を
拓
い
た「
女
性
保
全
員
」

の
可
能
性
を
さ
ら
に
広
げ
、
技
術
と
人
間

性
の
双
方
で
現
場
を
牽
引
す
る
中
核
人
財

と
し
て
成
長
し
続
け
て
い
き
た
い
と
日
々

意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

技術的な貢献はもちろん、
気配りで現場を和ませる、

　　　　　　部署初の女性保全員

髙
たかはし

橋 梨
りんか 

花 さん 

アイシン高丘東北
株式会社
加工技術グループ　
加工保全係

現場でアンプを交換している髙橋さん。クリスマスやバレンタイン
には職場で手作り菓子を配るなど、周囲への優しい配慮も忘れな
い、加工保全係の愛されキャラ的存在となっている。
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友
ともうら

浦 佳
か な

奈 さん 

小
こばやし

林 愛
まなみ

美 さん 

愛知製鋼株式会社

鍛造工場　第5鍛造課

　

友
浦
さ
ん
と
小
林
さ
ん
は
異
な
る
キ
ャ

リ
ア
を
経
て
入
社
し
た
。
ト
リ
マ
ー
だ
っ

た
友
浦
さ
ん
は
、
知
人
か
ら
愛
知
製
鋼
の

働
き
や
す
さ
を
聞
い
て
２
０
１
８
年
に
転

職
。
前
職
で
培
っ
た
人
間
力
を
強
み
に

日
々
業
務
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
一
方
、

小
林
さ
ん
は
商
業
高
校
を
卒
業
後
、「
地
元

に
貢
献
し
た
い
」
と
の
思
い
で
２
０
２
１

年
に
入
社
。
愛
知
製
鋼
技
術
学
園
に
て
基

礎
を
学
ん
だ
後
、
先
輩
や
同
僚
た
ち
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
着
実
に
前
進
し
、
自
主
保

全
士
２
級
を
取
得
す
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

　

経
歴
は
異
な
る
二
人
だ
が
、「
安
全
第
一

で
設
備
と
仲
間
を
守
る
」
と
い
う
共
通
の

価
値
観
の
も
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｍ
活
動
に
お
け
る

安
全
稼
働
と
改
善
文
化
の
定
着
と
い
う
点

で
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
友
浦
さ
ん
の

「
細
や
か
な
観
察
力
」と
、小
林
さ
ん
の「
確

認
を
徹
底
す
る
姿
勢
」
に
よ
り
、
異
音
や

振
動
な
ど
現
場
の
わ
ず
か
な
違
和
感
を
い

ち
早
く
察
知
。
原
因
整
理
や
対
処
方
法
の

検
討
に
つ
な
げ
て
い
る
。
ま
た
「
少
し
で

も
気
に
な
れ
ば
確
認
す
る
」
と
い
う
姿
勢

で
、
日
常
点
検
に
お
け
る
基
準
外
事
象
を

共
有
し
、現
場
主
体
の
設
備
管
理
に
よ
り
、

品
質
ト
ラ
ブ
ル
低
減
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

二
人
の
挑
戦
は
さ
ら
に
続
く
。
二
人
と

も
自
主
保
全
士
１
級
取
得
を
目
指
し
て
い

る
が
、
友
浦
さ
ん
は
そ
の
た
め
の
学
習
が

設
備
理
解
度
の
深
化
に
繋
が
り
、
や
り
が

い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
林
さ
ん

は
、
２
級
資
格
を
取
得
後
、
現
場
寄
り
の

知
識
を
習
得
し
、
周
囲
か
ら
の
信
頼
感
も

高
ま
っ
た
。
二
人
は
職
場
の
雰
囲
気
づ
く

り
に
も
ひ
と
役
買
っ
て
い
る
。
毎
日
の
あ

い
さ
つ
を
欠
か
さ
ず
、
積
極
的
に
声
掛
け

す
る
こ
と
で
相
互
理
解
を
深
め
、
設
備
だ

け
で
な
く
メ
ン
バ
ー
の
不
調
に
も
気
付
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
班
全
体
の
Ｔ

Ｐ
Ｍ
レ
ベ
ル
を
底
上
げ
し
て
い
る
。
女
性

が
も
っ
と
活
躍
で
き
る
よ
う
な
職
場
環
境

の
改
善
提

案
も
積
極

的
に
行
い
、

働
き
や
す

い
ラ
イ
ン

づ
く
り
と

安
定
稼
働

を
力
強
く

支
え
て
い

る
。

観察力と気配りで、現場の安全と改善を
提案する女性オペレーター

小林愛美さん 友浦佳奈さん

二直交代なので、普段はなかなか同じ時間に勤務できないという
友浦さんと小林さん。ボードなどを活用して連絡事項などを共有
することで、コミュニケーションを深めるようにしている。
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北
海
道
出
身
の
森
さ
ん
は
２
０
１
２
年

に
入
社
。
愛
知
製
鋼
技
術
学
園
で
１
年
間

技
能
を
磨
き
、鍛
造
設
備
課
に
配
属
さ
れ
、

以
来
、
電
気
保
全
の
分
野
で
経
験
を
重
ね

て
き
た
。
高
校
時
代
か
ら
電
気
を
学
ん
で

い
た
た
め
、
電
気
保
全
に
対
し
て
は
抵
抗

な
く
、
知
識
と
技
術
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

２
０
１
６
年
、
ア
メ
リ
カ
・
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
州
に
１
年
間
出
張
し
、
現
地
法
人
の

工
場
で
保
全
業
務
に
携
わ
っ
た
。
言
葉
の

壁
が
あ
り
、
ま
た
日
本
の
仕
様
と
は
異
な

る
機
械
で
は
あ
っ
た
が
、
一
緒
に
作
業
を

行
い
、
身
振
り
手
振
り
で
意
思
疎
通
を

図
っ
た
。
異
な
る
環
境
の
中
で
試
行
錯
誤

を
重
ね
た
こ
の
経
験
は
、
保
全
技
能
員
と

し
て
の
視
野
を
広
げ
る
大
き
な
機
会
と

な
っ
た
。

　

現
在
は
班
長
と
し
て
現
場
の
最
前
線
に

立
ち
な
が
ら
、
設
備
保
全
管
理
の
高
度
化

や
効
率
化
と
後
輩
育
成
に
も
注
力
し
て

い
る
。
中
で
も
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た

の
が
、
老
朽
化
し
た
素
材
供
給
装
置
の

Ｐ
Ｌ
Ｃ（
制
御
装
置
）更
新
作
業
の
内
製

化
で
あ
る
。
従
来
外
部
委
託

し
て
い
た
作
業
を
若
手
主
導

で
実
施
す
る
体
制
へ
移
行
。

こ
れ
に
よ
り
、
１
台
あ
た
り

３
５
０
万
円
、年
間
で
約
１
，

０
５
０
万
円
も
の
工
事
費
削

減
を
実
現
し
た
だ
け
で
な

く
、
若
手
メ
ン
バ
ー
の
大
幅

な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
げ
た
。
ま
た
、
故

障
修
復
時
間
の
短
縮
を
め
ざ
し
、
搬
送
装

置
の
動
作
順
序
の
見
え
る
化
を
実
施
。
パ

ネ
ル
に
「
搬
送
動
作
モ
ニ
タ
」
呼
び
出
し

ボ
タ
ン
を
追
加
す
る
こ
と
で
操
作
の
容
易

化
も
実
現
し
た
。
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
、
誰
も
が
迅
速
に
対
応
で
き
る

環
境
に
改
善
し
た
。

　
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
す
る
中
、
設

備
保
全
管
理
に
必
要
な
新
し
い
知
識
を
常

に
吸
収
し
続
け
た
い
」
と
語
る
森
さ
ん
。

後
輩
た
ち
を
率
い
る
立
場
と
し
て
、
自
ら

が
電
気
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
原
理
や
構
造
を
さ

ら
に
深
く
学
ぶ
こ
と
で
信
頼
関
係
を
築
い

て
い
く
つ
も
り
だ
。
ま
た
自
ら
の
経
験
を

基
に
、
後
輩
た
ち
の
海
外
で
の
活
躍
も
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

海外工場支援の経験も活かし、
職場の成長を力強く牽引

森
もり

 勇
はやと

人 さん 

愛知製鋼株式会社

鍛造工場　
鍛造設備課　
電気・ロボット保全A直　
班長

「これからも現場に軸足を置いて、会
社の収益に貢献したい」と語る森さ
ん。班長として職場環境の改善にも目
を光らせており、清掃作業など自ら率
先して行っている。
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菱
田
さ
ん
は
「
も
の
づ
く
り
」
に
興
味

が
あ
り
、
高
校
の
先
輩
の
勧
め
も
あ
っ
て

２
０
０
７
年
に
入
社
。
当
初
の
５
年
間
は

製
造
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
製
品
の
投

入
や
薬
品
濃
度
の
調
整
な
ど
製
造
現
場
の

最
前
線
で
経
験
を
積
ん
だ
。
そ
の
一
方

で
、
設
備
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
現
場
を
支

え
、
生
産
の
安
定
稼
働
に
貢
献
す
る
設
備

管
理
の
仕
事
に
大
き
な
魅
力
を
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
「
も
っ
と
会
社
に
貢
献
し

た
い
」
と
い
う
思
い
を
胸
に
、
設
備
管
理

部
門
へ
の
異
動
を
自
ら
希
望
し
た
。
現
在

は
大
垣
中
央
事
業
場
で
、
半
導
体
の
製
造

を
盤
石
に
支
え
続
け
て
い
る
。

　

保
全
員
に
な
っ
た
当
初
は
、
現
場
で
学

ん
だ
こ
と
を
メ
モ
に
ま
と
め
、
自
分
だ
け

の
要
領
書
（
手
順
書
）
を
作
成
。
知
識
と

し
て
落
と
し
込
ん
で
次
回
の
対
応
に
繋
げ

て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
そ
の
内
容
を
デ
ー

タ
化
し
て
保
管
・
活
用
す
る
こ
と
で
効
率

化
を
図
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
基
幹
設
備

で
あ
る
光
学
系
設
備
の
専
門
的
な
保
全
業

務
を
担
う
一
方
、
製
造
工
程
で
発
生
す
る

異
物
の
発
生
状
況
を
可
視
化
し
、
品
質
向

上
に
向
け
た
改
善
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

半
導
体
の
製
造
現
場
で
は
、
次
々
と
新

設
備
が
導
入
さ
れ
、
新
工
場
が
建
設
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
知
見
を
広
げ
る
必
要
性

が
高
ま
る
な
か
、
菱
田
さ
ん
が
次
な
る
目

標
と
し
て
掲
げ
る
の
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

だ
。「
保
全
実
施
報
告
書
」
の
デ
ー
タ
を

取
り
込
み
、
過
去
に
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル

に
対
し
て
異
常
検
索
す
る
こ
と
で
原
因
や

対
応
策
を
得
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
現
在
は
、
試
験
運
用
を
進
め
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
を
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
、
過

去
事
例
の
分
析
か
ら
原
因
特
定
や
処
置
方

法
の
決
定
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
ダ
ウ
ン
タ

イ
ム
の
削
減
と
業
務
属
人
化
の
解
消
を
目

指
し
て
い
る
。

　

２
０
２
６
年
４
月
に
班
長
か
ら
主
任
へ

と
昇
格
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
後
進
の
指

導
を
す
る
こ
と
が
増
え
た
と
い
う
菱
田
さ

ん
。
設
備
保
全
の
高
度
化
と
後
進
育
成
の

両
面
で
挑
戦
を
続
け
、
製
造
現
場
を
支
え

る
存
在
と
し
て
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

生成AI活用で新たな保全の未来を拓く、
設備管理のスペシャリスト

菱
ひしだ

田 大
だいすけ

介 さん 

イビデン株式会社

大垣中央事業場　
設備管理　主任

真空ポンプの交換を行う菱田さん。半導体
の製造現場は、フィルムの意図しない感光
や光硬化を防ぐためイエローライトの中で、
防塵服を着て作業を行っている。
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武
田
さ
ん
は
２
０
１
２
年
に
入
社
後
、

八
木
工
場
で
組
立
ラ
イ
ン
の
保
全
職
に
就

い
た
。
２
０
１
６
年
か
ら
２
年
間
、
日
産

自
動
車
の
企
業
内
大
学
で
管
理
業
務
や
メ

カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
基
本
を
学
び
、
論
理
的

か
つ
多
角
的
な
視
点
か
ら
保
全
を
捉
え
る

技
術
者
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
。
現
在
は
新

し
く
電
動
化
ラ
イ
ン
が
立
ち
上
が
っ
た
富

士
４
地
区
で
計
画
保
全
を
担
当
し
、
生
産

現
場
の
最
前
線
を
支
え
て
い
る
。

　

新
規
電
動
化
ラ
イ
ン
の
立
ち
上
げ
期
に

は
、
新
型
車
種
の
追
加
に
伴
う
設
備
ト
ラ

ブ
ル
や
、
予
期
せ
ぬ
ラ
イ
ン
停
止
な
ど
の

課
題
に
直
面
し
た
。
武
田
さ
ん
は
こ
れ
を

自
ら
の
成
長
の
機
会
と
捉
え
、
発
生
し
た

ト
ラ
ブ
ル
の
真
因
を
追
究
し
、
迅
速
な
改

造
対
応
や
故
障
の
再
発
防
止
策
を
次
々
と

講
じ
た
。
特
に
、
過
去
の
不
具
合
事
例
や

知
見
が
不
足
し
て
い
る
領
域
に
お
い
て

は
、
自
ら
進
ん
で
独
自
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
例
集
な
ど
を
作
成
し
、
グ
ル
ー
プ
内
で

共
有
し
た
。
新
し
い
設
備
や
プ
ロ
セ
ス
に

対
す
る
理
解
が
速
く
、
柔
軟
な
対
応
力
も

兼
ね
備
え
て
い
る
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

立
ち
上
げ
時
の
安
定
稼
働
に
大
き
く
寄
与

し
、
生
産
現
場
に
お
い
て
非
常
に
高
い
価

値
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
「
４
地
区
は
設
備
に
強
い
製
造
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
方
も
い
る
の
で
、
今
後
は
そ

の
方
々
と
協
力
し
て
連
携
を
強
化
し
、
お

互
い
の
強
み
を
活
か
し

て
、
チ
ー
ム
全
体
の
保

全
活
動
を
推
進
し
て
い

き
た
い
」
と
語
る
。
上

司
の
内
藤
係
長
か
ら
も

「
武
田
さ
ん
は
率
先
し

て
現
場
に
出
て
、
後
輩

た
ち
に
和
気
あ
い
あ
い

と
指
導
し
な
が
ら
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
、
職
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
に
は
欠
か
せ

な
い
存
在
で
す
」
と
信
頼
も
厚
い
。
経
験

で
培
っ
た
確
か
な
技
術
力
と
、
周
囲
か
ら

厚
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
る
人
間
性
を
武
器

に
、
工
場
の
さ
ら
な
る
進
化
と
安
定
生
産

へ
向
け
て
貢
献
を
続
け
る
。

粘り強い改良保全活動と幅広い人脈で、
生産性向上に貢献

武
たけだ

田 勝
かつなり

成 さん 

ジヤトコ株式会社

4地区保全
工務部
保全技術課

電気設備の点検に余念のない武田さん。故郷の
京都から転居して４年。当初は苦労もあったそう
だが、今では毎日富士山を望みながら、休日には
キャンプをするなど、静岡ライフを満喫している。
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群
馬
県
出
身
の
瀧
澤
さ
ん
は
、
幼
少
期

か
ら
車
が
好
き
で
、「
地
元
の
企
業
で
車

づ
く
り
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
２
０
１
７
年
に
入
社
。
以
来
、

一
貫
し
て
塗
装
ラ
イ
ン
の
保
全
業
務
に
携

わ
っ
て
い
る
。
入
社
当
初
は
老
朽
化
し
た

設
備
も
多
く
、
突
発
的
な
ト
ラ
ブ
ル
対
応

に
追
わ
れ
る
日
々
だ
っ
た
が
、
翌
年
工
場

が
一
新
さ
れ
、
設
備
の
自
動
化
・
省
人
化

が
一
気
に
進
ん
だ
。
そ
れ
を
機
に
「
新
規

設
備
に
つ
い
て
誰
よ
り
も
詳
し
く
な
る
」

と
猛
勉
強
を
開
始
。「
気
に
な
っ
た
疑
問

は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
徹
底
的
に
調
べ
る
」

と
い
う
探
求
心
が
、
現
在
の
高
い
技
術
力

の
土
台
と
な
っ
て
い
る
。

　

新
工
場
で
は
設
備
数
が
増
え
、
定
期
点

検
の
件
数
も
増
加
し
た
。
終
業
の
午
前
２

時
30
分
か
ら
始
業
の
６
時
30
分
ま
で
の
間

に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
す
る
こ
と
も
あ

る
が
、
三
直
交
代
制
の
も
と
安
全
に
配
慮

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
５
ペ
イ

ン
ト
課
だ
け
で
も
１
，０
０
０
平
米
、４
階

層
に
及
ぶ
広
大
な
エ
リ
ア
を
担
当
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
当
初
は
異
常
を
察
知
す
る

設
備
監
視
シ
ス
テ
ム
の
モ
ニ
タ
ー
不
足
や

工
場
内
放
送
の
届
き
に
く
さ
に
よ
り
、
保

全
係
が
突
発
対
応
に
遅
れ
て
し
ま
う
と
い

う
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
メ
ー
カ
ー
と

協
力
し
、
工
場
全
域
に
無
線
ロ
ー
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
。
既
設
の
設
備
監

視
モ
ニ
タ
ー
と
の
接
続
に
成
功
し
た
。
班

ご
と
に
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
携
行

し
、
ど
こ
に
い
て
も
ト
ラ
ブ
ル
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
迅

速
か
つ
安
全
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制

を
確
立
し
た
。

　
「
保
全
の
仕
事
は
、
安
全
面
で
常

に
緊
張
感
が
必
要
」
と
語
る
瀧
澤
さ

ん
。
自
分
だ
け
で
は
な
く
周
囲
に
も

危
険
が
及
ば
な
い
よ
う
普
段
か
ら
声

掛
け
な
ど
基
本
的
な
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
危
険
箇
所
を
発
見
し
た
際

に
は
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
日
頃

か
ら
関
係
者
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
い

る
。
今
後
は
Ｄ
Ｘ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど

新
し
い
波
に
も
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
情
報

収
集
に
努
め
、
現
場
を
力
強
く
牽
引
し
て

い
く
考
え
だ
。

細やかな配慮と安全第一の姿勢を信条に、
多岐に活躍する若手のエース

瀧
たきざわ

澤 育
いくま

真 さん 

株式会社SUBARU

群馬製作所　
モノづくり本部　第2製造部　
第2保全課第5ペイント保全係

休日には友人たちとオートバイをフレーム
から組み上げるほど機械好きという瀧澤さ
ん。早朝出勤は、入社当時は厳しかったが、
今では身体が慣れて、起床時間になると自
然に目が覚めるようになった。
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中
なかしま

島 聖
しょうた

太 さん 

豊田合成株式会社

尾西工場　
SS製造部　SS製造技術課
第１設備保全係

　

２
０
０
８
年
に
入
社
後
、
尾
西
工
場
や

平
和
町
工
場
で
ウ
レ
タ
ン
ハ
ン
ド
ル
成
形

や
エ
ア
バ
ッ
グ
工
程
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

設
備
の
保
全
担
当
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
重

ね
て
き
た
中
島
さ
ん
。
多
岐
に
わ
た
る
現

場
で
培
っ
た
高
水
準
の
知
識
と
技
術
力

は
、
設
備
の
安
定
稼
働
と
品
質
向
上
を
支

え
る
う
え
で
、
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い

る
。

　

日
々
の
業
務
で
は
、
単
に
機
械
を
修
理

す
る
だ
け
で
な
く
、
根
本
原
因
の
特
定
と

再
発
防
止
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
る
。
射

出
成
形
と
塗
装
と
い
う
二
つ
の
設
備
に
精

通
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
最
適
解
を
導
き
出

せ
る
。
例
え
ば
、
加
熱
筒
の
温
度
異
常
に

よ
る
成
形
不
良
が
発
生
し
た
際
は
、
ヒ
ー

タ
ー
の
交
換
に
留
ま
ら
ず
、
樹
脂
の
特
性

や
溶
融
状
態
、
ス
ク
リ
ュ
ー
の
摩
耗
状
況

ま
で
深
く
解
析
し
て
運
転
条
件
の
見
直
し

を
提
案
・
実
施
し
た
。
一
方
、
塗
装
設
備

の
ポ
ン
プ
不
具
合
時
に
も
徹
底
的
に
原
因

を
追
究
。
製
造
部
門
と
綿
密
に
連
携
し
な

が
ら
調
整
を
行
う
こ
と
で
、
高
品
質
な
塗

膜
形
成
と
製
品
品
質
の
安
定
化
に
貢
献
し

た
。

　
「
今
後
は
尾
西
工
場
の
新
設
さ
れ
た
塗

装
設
備
の
故
障
率
を
低
減
さ
せ
る
と
と
も

に
、
定
期
交
換
部
品
の
仕
様
見
直
し
に
よ

る
寿
命
延
長
と
コ
ス
ト
削
減
に
挑
戦
し
た

い
」
と
語
る
。
若
手
育
成
の
た
め
に
射
出

成
形
機
の
油
圧
回
路
図
の
読
み
方
や
塗
装

設
備
の
防
爆
エ
リ
ア
で
の
安
全
手
順
を
指

導
し
、
自
律
し
て
対
応
で
き
る
チ
ー
ム
づ

く
り
に
も
尽
力
し
て
い
る
。
不
具
合
発
生

時
、
後
輩
た
ち
は
正
し
い
処
置
は
で
き
て

い
る
が
、「
な
ぜ
？
」
と
尋
ね
て
も
原
因

を
熟
慮
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん

な
時
に
は
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
考
え
て
、
理
解
す

る
こ
と
で
自
分
の
知
識
が
広
が
り
、
そ
の

経
験
が
よ
り
良
い
工
程
作
り
に
役
立
つ
。

豊
富
な
経
験
を
持
つ
中
島
さ
ん
の
言
葉
だ

か
ら
こ
そ
、
後
輩
た
ち
も
重
み
を
感
じ
て

い
る
。

原因究明と対応力強化で、
設備保守とコスト削減を徹底！

保全員の仕事には現場とのコミュニケーション能力が欠かせない
と語る中島さん。後輩たちを誘って趣味の釣りを楽しむことで、オ
ンとは違うコミュニケーションを取り、より関係性を深めている。
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自
動
車
関
連
の
企
業
で
幅
広
い
業
務
を

経
験
し
て
き
た
髙
橋
勇
樹
さ
ん
。「
視
野

を
広
げ
て
更
な
る
活
躍
を
目
指
し
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
２
０
１
６
年
に
現
職
へ
の

転
職
を
決
意
し
た
。
入
社
後
２
年
間
は
加

工
・
検
査
工
程
で
従
事
し
て
い
た
が
、
当

時
、
宮
城
栗
原
工
場
の
工
程
改
善
を
切
り

盛
り
し
て
い
た
髙
橋(

洋)

係
長
に
出
会

い
、
仕
事
へ
の
姿
勢
を
学
ぶ
中
か
ら
「
自

分
も
こ
の
人
と
改
善
業
務
に
取
り
組
み
た

い
！
」と
い
う
思
い
を
抱
き
、自
ら
志
願
し

て
部
署
異
動
を
申
し
出
た
経
緯
を
持
つ
。

製
造
現
場
で
は
、
新
し
い
ラ
イ
ン
の
立
ち

上
げ
や
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
に
よ
り
、

毎
年
の
よ
う
に
工
程
変
更
が
必
要
と
な

り
、
当
時
工
程
改
善
を
人
手
不
足
の
中
、

孤
軍
奮
闘
し
て
い
た
髙
橋
係
長
。
生
産
技

術
の
経
験
を
持
つ
髙
橋(

勇
樹)

さ
ん
は

ま
さ
に
即
戦
力
の
存
在
で
あ
っ
た
。「
彼
の

参
加
は
改
善
を
加
速
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス

で
、心
強
い
味
方
が
加
わ
っ
た
」と
語
る
係

長
。
現
場
か
ら
は
毎
日
、
安
全
・
品
質
・

生
産
性
な
ど
困
り
ご
と
が
寄
せ
ら
れ
る

中
、髙
橋(

勇
樹)

さ
ん
は「
現
地
・
現
物
・

現
実
」
の
視
点
で
捉
え
、
１
つ
一
つ
愚
直

に
問
題
解
決
に
取
組
ん
で
き
た
。
技
能
員

や
班
長
か
ら
の
聞
き
込
み
か
ら
解
決
策
を

提
案
・
具
現
化
し
、
作
業
の
や
り
づ
ら
さ

の
排
除
や
疲
労
軽
減
な
ど
を
念
頭
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
ん
な
髙
橋
（
勇
樹
）
さ

ん
が
現
在
一
番
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

動
力
に
頼
ら
ず
知
恵
と
工
夫
で

問
題
を
解
決
す
る
「
か
ら
く
り

改
善
」で
あ
る
。展
示
会
で
他
社

の
か
ら
く
り
機
構
や
そ
の
効
果

を
学
び
、
工
夫
を
加
え
た
機
構

を
考
案
・
製
作
・
調
整
し
現
場

へ
届
け
て
い
る
が
、
毎
年
開
催

さ
れ
る
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｍ
の「
か
ら
く

り
改
善
く
ふ
う
展
」へ
は
、既
に

数
事
例
の
出
展
実
績
の
常
連
組
、
か
ら
く

り
改
善
を
牽
引
す
る
中
心
的
存
在
で
あ
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
は
Ｔ
Ｐ
Ｓ
（
ト
ヨ
タ
生
産

方
式
）
の
知
識
を
も
っ
と
深
め
、
社
内
資

格
の
取
得
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
活

動
を
盛
り
上
げ
る
役
割
を
果
た
し
た
い
」

と
語
る
髙
橋
さ
ん
。係
長
と
の「
改
善
タ
ッ

グ
」
は
、
今
後
も
現
場
の
大
き
な
支
え
と

な
っ
て
い
く
。

現場目線の工程改善と
高難度なからくり改善、

二刀流で活躍する改善のキーマン

髙
たかはし

橋 勇
ゆうき

樹 さん 

豊田合成東日本
株式会社
宮城栗原工場　
WS・SS製造部　
保全課　改善推進係

からくり改善を作る際は「なるべく一人で
やり切ること」を目標としている髙橋さん。
困ったときに髙橋係長からアドバイスをも
らったが、今年度は今まで以上に難易度の
高いものが完成した。
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宮
城
県
生
ま
れ
の
大
友
さ
ん
は
、「
自
動

車
の
製
造
ラ
イ
ン
の
仕
事
に
就
き
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
２
０
０
９
年
に
愛
知

県
の
豊
田
合
成
に
入
社
し
た
。
組
付
や
塗

装
な
ど
の
業
務
を
経
験
し
た
後
、
自
ら
希

望
し
て
設
備
保
全
の
道
へ
進
ん
だ
。
や
が

て
「
地
元
に
貢
献
し
た
い
」
と
考
え
で
、

地
元
宮
城
へ
Ｕ
タ
ー
ン
を
決
意
。
そ
の
後

２
０
２
３
年
に
豊
田
合
成
東
日
本
の
内
外

装
部
品
工
場
が
大
衡
地
区
へ
進
出
す
る
機

会
に
、
縁
あ
っ
て
保
全
員
と
し
て
入
社
し

設
備
保
全
全
般
を
任
さ
れ
現
在
に
至
る
。

豊
田
合
成
本
社
の
生
技
部
門
や
保
全
メ
ン

バ
ー
の
先
輩
方
の
仕
事
や
、
保
全
に
対
す

る
姿
勢
を
学
び
な
が
ら
、
自
分
な
り
の
工

夫
や
改
善
を
加
え
な
が
ら
知
識
や
経
験
を

積
み
重
ね
て
き
た
。「
失
敗
を
含
め
、
過

去
ト
ラ
が
今
の
経
験
値
と
し
て
役
立
っ
て

い
る
」
と
語
る
大
友
さ
ん
。
現
場
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
経
験
も
持
ち
、「
現
場
目
線
・

現
場
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
信
条
に
行
動
し
、

現
場
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
貴
重
な
存
在
で

す
。「
保
全
員
に
大
切
な
の
は
、
ピ
ン
チ

の
場
面
で
も
慌
て
ず
ロ
ジ

カ
ル
に
、
一
方
限
ら
れ
た

情
報
を
分
析
し
な
が
ら
、

臨
機
応
変
に
対
処
す
る
こ

と
が
大
切
」
と
も
語
る
大

友
さ
ん
。
大
衡
工
場
の
特

徴
は
、
自
動
化
設
備
と
Ｉ

ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し

た
「
ス
マ
ー
ト
工
場
」
で

あ
り
、
最
新
鋭
の
大
型
成
形
機
、
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｍ
Ｒ（
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
）、
部

品
の
運
搬
や
積
載
も
自
動
機
が
行
っ
て
い

て
、
少
数
精
鋭
の
保
全
メ
ン
バ
ー
は
最
先

端
の
機
器
の
保
守
・
保
全
、Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
原
動
、
環
境
ま
で
マ
ル

チ
に
こ
な
す
技
能
が
求
め
ら
れ
る
。
直
近

の
テ
ー
マ
は
Ａ
Ｍ
Ｒ
の
迅
速
な
修
理
、
未

然
防
止
活
動
な
ど
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
見
え
る

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
言
う
。
順
序
生

産
、
順
序
納
入
に
対
応
し
た
生
産
工
程
は

短
時
間
の
設
備
停
止
が
即
納
入
支
障
に
繋

が
る
緊
張
感
の
あ
る
工
程
で
あ
る
。
そ
ん

な
工
程
を
守
り
、
保
全
チ
ー
ム
の
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
熱
く
語
る
大
友
さ
ん
で
あ
る
。

「現場ファースト」の思いと、
IoT技術の融合で、工場全体をレベルアップ

大
おおとも

友 通
みちやす

恭 さん 

豊田合成東日本
株式会社
宮城大衡工場　
IE製造部　
IE保全係

「体力には自身を持っている」という大友さ
ん。２交代の勤務体系で夜勤の日もあるが、
難なく乗り切っている。一方で、休日には好
きな番組などを見てゆっくり過ごすことが楽
しみとなっている。
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安
江
さ
ん
は
ト
ヨ
タ
工
業
学
園
専
門
部

で
１
年
間
の
訓
練
を
経
て
、
２
０
２
０
年

に
本
社
工
場
の
生
技
部
門
に
配
属
さ
れ

た
。
翌
年
現
在
の
部
署
に
異
動
と
な
り
、

「
ミ
ラ
イ
」
の
心
臓
部
で
あ
る
燃
料
電
池

（
ス
タ
ッ
ク
）
製
造
ラ
イ
ン
の
保
全
業
務

を
担
当
し
、
最
前
線
で
高
度
な
技
能
を
磨

き
続
け
て
い
る
。

　

配
属
当
初
、
迅
速
に
設
備
を
復
旧
さ
せ

感
謝
さ
れ
る
先
輩
の
姿
に
憧
れ
、
そ
れ
が

高
い
目
標
と
な
っ
た
。「
日
々
の
勉
強
が

必
要
な
保
全
業
務
は
自
分
に
合
っ
て
い

る
」
と
語
る
安
江
さ
ん
。
体
力
的
な
課
題

を
克
服
す
る
た
め
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

継
続
し
、
ま
た
小
柄
な
体
格
を
活
か
し
て

男
性
で
は
進
入
困
難
な
狭
い
設
備
下
部
へ

率
先
し
て
潜
り
込
む
な
ど
、
自
身
の
特
性

を
唯
一
無
二
の
強
み
へ
昇
華
さ
せ
た
。

　

２
０
２
５
年
、
課
内
の
若
手
技
能
大
会

で
１
位
を
獲
得
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
全
社
技
能
交
流
会
に
工
場
代
表
と
し

て
出
場
。
事
前
に
「
や
す
り
・
弓
の
こ
作

業
」
を
繰
り
返
し
練
習
し
た
が
、
そ
れ
は

「
勝
つ
た
め
の
練
習
」
で
は
な
く
、「
技
能

そ
の
も
の
を
身
に
付
け
る
た
め
の
基
礎
練

習
」
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
初
出
場
で
女

性
初
の
「
最
優
秀
賞
」
と
い
う
快
挙
を
達

成
。
負
け
ず
嫌
い
の
性
格
か
ら
「
で
き
な

い
」
を
「
で
き
る
」
に
変
え
、
現
場
で
の

絶
大
な
存
在
価
値
を
証
明
し
た
。

　

改
善
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

「
チ
ャ
ッ
ク
シ
リ
ン
ダ
ー
分
解
組
付
け
時

の
安
全
性
向
上
」
に
挑
戦
。
専
用
治
具
を

自
ら
考
案
し
、
１
０
０
kgf
も
の
荷
重
を
持

つ
ス
プ
リ
ン
グ
を
内
蔵
し
た
部
品
の
危
険

な
分
解
作
業
の
安
全
性
を
飛
躍
的
に
向
上

さ
せ
、「
優
秀
ヒ
ヤ
リ
工
場
審
査
会
優
秀

賞
」
を
受
賞
し
た
。「
自
動
車
用
燃
料
電

池
の
量
産
ラ
イ
ン
と
し
て
は
、
国
内
唯
一

の
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
挑
戦
を
重
ね
る
機
会

に
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
の
思
い
で
、
今
後

は
自
ら
拓
い
た
知
見
を
惜
し
み
な
く
共
有

す
る
こ
と
で
職
場
全
体
を
け
ん
引
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

女性保全員の可能性を拡大
―挑戦の先に掴んだ頂

安
やすえ

江 菜
な な

那 さん 

トヨタ自動車
株式会社
本社工場　
水素開発製造部　
設備課

常に学ぶ姿勢を失わない安江さんは、今後は「治工具仕上げ１
級」の取得を目標にしている。また全社技能交流会でも上級の最
優秀賞を獲得できるよう、技能の向上に励んでいる。
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北
海
道
出
身
の
村
上
さ
ん
は
１
９
８
０

年
に
入
社
、
下
山
工
場
で
生
産
設
備
の
保

守
・
保
全
業
務
の
経
験
を
積
ん
だ
。
海
外

工
場
の
立
ち
上
げ
支
援
に
参
加
し
た
際
に

は
、
言
葉
が
通
じ
な
い
と
い
う
困
難
を
、

絵
で
説
明
し
た
り
、
身
振
り
手
振
り
で
伝

え
た
り
す
る
な
ど
し
て
乗
り
越
え
た
。
現

在
は
、
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
知
識
と
卓
越

し
た
指
導
力
を
買
わ
れ
、
保
全
教
育
係
と

し
て
後
進
の
育
成
を
担
っ
て
い
る
。

　

入
社
当
初
は
気
温
な
ど
地
元
と
の
環
境

の
差
に
戸
惑
い
も
あ
っ
た
。
ま
た
当
時
は

体
系
的
な
教
育
制
度
が
確
立
し
て
お
ら

ず
、
先
輩
た
ち
の
作
業
を
見
て
五
感
と
技

能
を
磨
き
上
げ
、
３
〜
４
年
目
に
し
て
よ

う
や
く
独
り
立
ち
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
現
代
の
若
手
社
員
に
対

し
て
は
「
短
期
間
で
確
実
に
即
戦
力
へ
と

育
て
る
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
」
と
い
う

問
題
意
識
を
抱
い
て
い
た
。
後
に
課
内
の

教
育
担
当
に
就
い
た
際
に
は
「
人
に
教
え

る
難
し
さ
」
も
感
じ
な
が
ら
基
礎
教
育
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
高
度
な
専
門
技
能
ま
で

網
羅
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
。
座
学

と
実
践
を
交
え
な
が
ら
指
導
を
続
け
た
。

　

全
社
技
能
交
流
会
で
は
運
営
委
員
を
務

め
、製
品
の
測
定
治
具
を
考
案
す
る
な
ど
、

確
実
で
正
確
な
運
営
に
尽
力
し
て
い
る
。

ま
た
審
査
を
通
じ
て
培
っ
た
厳
し
い
評
価

の
視
点
を
、
自
工
場
の
選
手
育
成
に
も
役

立
て
て
い
る
。
例
え
ば
緊
張
し
や
す
い
選

手
に
坐
禅
を
勧
め
る
な
ど
、
実
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
に
選
手
の
個
性
に
寄
り
添
っ

た
指
導
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
11
年
間

で
13
名
を
最
優
秀
賞
に
導
く
こ
と
が
で
き

た
。

　
「
保
全
業
務
は
設
備
の
お
医
者
さ
ん
」

と
語
る
村
上
さ
ん
。
今
後
も
「
止
ま
ら
な

い
工
場
」
を
守
る
た
め
、
自
動
化
や
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
に
も
柔
軟
に
対
応
し
な
が

ら
、
部
下
や
後
輩
が
「
次
の
主
役
」
と
し

て
現
場
を
牽
引
で
き
る
よ
う
、
そ
の
成
長

を
支
え
続
け
て
い
き
た
い
と
想
い
を
語
る
。

職人魂を次世代へと繋ぐ、
保全教育の熱血指導者

村
むらかみ

上 文
ふみお

雄 さん 

トヨタ自動車
株式会社
上郷工場・下山工場　
製造支援部　
第1支援課　保全教育係　
シニアエキスパート

各レベリングの調整作業訓練を行う村上さん。かつて自分が教えられ
た「伝統的な保全の職人魂」を、時代に即した形でブラッシュアップし
て、後輩たちに伝えている。
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高
校
時
代
に
震
災
を
経
験
し
た
石
垣

さ
ん
は
、
地
元
企
業
で
復
興
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

２
０
１
２
年
に
企
業
内
訓
練
校
「
ト
ヨ
タ

東
日
本
学
園
」
の
特
別
１
期
生
と
し
て
電

気
基
礎
や
機
械
加
工
な
ど
保
全
に
必
要
な

基
礎
知
識
を
学
ん
だ
。
現
在
は
宮
城
大
衡

工
場
の
生
産
基
盤
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
供
給
や
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
保
全
業

務
に
従
事
し
て
い
る
。

　

配
属
当
初
か
ら
高
い
目
的
意
識
と
強
い

責
任
感
を
持
っ
て
業
務
に
携
わ
っ
て
き

た
。
原
動
力
に
異
常
が
発
生
す
れ
ば
工
場

が
止
ま
り
、
生
産
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
何
を
す
べ
き
か

を
自
ら
考
え
、
主
動
的
に
「
考
動
」
で
き

る
基
盤
を
築
き
上
げ
て
き
た
。
宮
城
大
衡

工
場
初
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
整
備
で
は
、

自
ら
進
ん
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
。
約

１
ヶ
月
を
掛
け
て
超
大
型
設
備
の
分
解
・

整
備
を
行
う
こ
と
で
、
安
全
管
理
面
も
含

め
て
、
よ
り
知
見
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
３
年
毎
に
行
わ
れ
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
し
て
、
作
業
標
準
書
を
作
成
す

る
な
ど
改
善
も
進
め
て
い
る
。

　

信
条
と
し
て
い
る
の
は
、「
や
る
べ
き

こ
と
は
、
す
べ
て
や
る
」
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
先
輩
に
支
え
ら
れ
た

よ
う
に
、
今
度
は
自
分
が
次
世
代
を

支
え
る
存
在
と
し
て
、
技
術
だ
け
で

な
く
考
え
方
や
姿
勢
も
伝
え
て
い

る
。
学
園
卒
業
生
初
の
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
３
名
の
部
下
に
対
し

て
個
々
の
保
全
ス
キ
ル
の
飛
躍
的
な

向
上
を
促
す
と
と
も
に
、「
工
場
を

止
め
な
い
」
と
い
う
同
じ
使
命
感
を

持
っ
て
、
組
織
全
体
が
成
長
し
て
い

く
、
理
想
的
な
次
世
代
チ
ー
ム
の
基

盤
構
築
に
注
力
し
て
い
る
。
生
産
現

場
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
革
新

の
最
中
に
あ
る
。
こ
の
時
代
の
変
化
に
柔

軟
か
つ
迅
速
に
適
応
す
る
た
め
、
Ｄ
Ｘ
や

Ａ
Ｉ
技
術
も
取
り
入
れ
、
現
場
の
進
化
を

牽
引
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

工場を守り抜くため、
一丸となって成長し続ける

原動力チームのリーダー

石
いしがき

垣 真
まさき

希 さん 

トヨタ自動車東日本
株式会社
宮城大衡工場　
工務部　設備課　
原動力係　TL

「保全の仕事は体力勝負」と、趣味のバトミントンを通じて体
力アップにも余念がない石垣さん。一番の癒しは２歳にな
る娘さんと遊ぶこと。「夜勤の疲れも気にならないですね」と
やさしく微笑む。
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宮
城
県
大
衡
村
出
身
の
熊
谷
さ
ん
は
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
ト
ヨ
タ
の
工
場
に
親
し

み
が
あ
り
、「
東
北
か
ら
世
界
へ
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
惹
か
れ
て
入
社
を
希
望

し
た
。
現
在
は
Ｎ
Ｃ
加
工
機
を
用
い
て
、

ナ
ッ
ク
ル
の
加
工
、
品
質
確
認
、
組
付
け

工
程
に
送
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
勤
務

し
て
い
る
。自
主
保
全
も
担
当
し
て
お
り
、

設
備
の
微
欠
陥
な
ど
は
自
分
た
ち
で
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
し
て
い
る
。
初
め
て
発
生
し

た
異
常
に
対
し
て
も
、
原
因
を
追
求
し
、

最
初
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
行
動
で

き
る
ま
で
に
成
長
し
た
。

　

Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
、
加
工
機
内

の
切
屑
堆
積
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
。

「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」で
あ
る
切
屑
の

堆
積
を
減
ら
す
べ
く
、
自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
学
び
、保
全
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
、主

軸
か
ら
の
切
削
液
を
利
用
し
た
、
切
屑
流

し
吐
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
や
ノ
ズ
ル
向

き
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。
メ
ン
バ
ー
が

最
も
悩
ん
で
い
た
清
掃
時
間
も
10
分
か
ら

２
〜
３
分
へ
と
大
幅
に
削
減
し
、
品
質
向

上
や
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
低
減
に
も
つ
な
げ
た
。

　

２
０
２
５
年
に
は
自
主
保
全
士
２
級
を

取
得
。
そ
の
講
習
を
通
じ
て
、
自
職
場
で

自
主
保
全
を
進
め
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
を

学
べ
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
語

る
熊
谷
さ
ん
。
清
掃
や
給
油
、
増
締
め
な

ど
自
主
保
全
の
基
本
的
な
項
目
を
、
カ
ー

ド
を
使
っ
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
掲
示
す

る
こ
と
で
標
準
化
し
た
。
常
に
設
備
を
き

れ
い
な
状
態
に
保
ち
、
ま
た
誰
が
作
業
し

て
も
同
じ
レ
ベ
ル
で
で
き
る
よ
う
に
し
た

こ
と
で
、
メ
ン
バ
ー
の
設
備
に
対
す
る
理

解
度
も
深
ま
る
な
ど
、
自
主
保
全
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を
牽
引
し
て
い
る
。

職
場
の
メ
ン
バ
ー
と
は
「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険

予
知
訓
練
）」
の
時
間
な
ど
を
活
用
し
て

会
話
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
欠
か

さ
な
い
。
今
後
は
Ｎ
Ｃ
加
工
機
に
つ
い
て

よ
り
深
い
知
識
を
習
得
し
て
教
育
し
、
全

員
が
同
じ
レ
ベ
ル
で
活
動
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

誰もが心地よく仕事できる
職場環境を実現するために

熊
くまがい

谷 健
けんさく

作 さん 

トヨタ自動車東日本
株式会社
宮城大和工場　
生産部　
アクスル課

日々、設備の点検に余念がない熊谷さん。「分からないことをその
ままにしない」「知識を深めて周囲と共有する」という強い意思で、
自他ともにレベルアップを目指している。
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松
尾
さ
ん
は
２
０
０
９
年
の
入
社
以

来
、
一
貫
し
て
組
立
整
備
課
で
自
動
車
生

産
設
備
の
完
成
度
向
上
に
尽
力
し
て
き

た
。
現
在
は
新
型
車
導
入
の
生
産
準
備
に

携
わ
り
、
部
品
を
自
動
で
取
り
付
け
る
設

備
が
自
社
の
組
立
工
程
の
生
産
技
術
組
立

標
準
仕
様
に
合
致
し
て
い
る
か
を
確
認

し
、
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
設
備
を
受
け

渡
す
職
務
を
担
っ
て
い
る
。
電
気
制
御
に

強
い
先
輩
に
触
発
さ
れ
て
高
い
使
命
感
を

持
ち
、
搬
送
や
搭
載
、
締
付
、
圧
入
な
ど

多
様
な
設
備
へ
対
応
し
実
績
を
積
み
重
ね

て
き
た
確
か
な
技
術
力
が
あ
る
。

　

自
身
の
強
み
を
「
ど
ん
な
こ
と
に
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」と
語
る
松
尾
さ
ん
は
、

社
内
で
過
去
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
が
新
設
設

備
に
展
開
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
に

対
し
強
い
問
題
意
識
を
抱
い
て
い
た
。
そ

こ
で
独
学
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
ウ
ェ
ブ

開
発
技
術
を
習
得
し
、
反
映
さ
れ
て
い
な

い
過
去
ト
ラ
ブ
ル
の
視
え
る
化
や
技
術
的

ノ
ウ
ハ
ウ
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
・
工
場
別
に

一
元
管
理
で
き
る
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
作

成
し
た
。
誰
も
が
瞬
時
に
情
報
を
検
索
・

共
有
で
き
る
「
視
え
る
化
」
を
実
現
し
、

再
発
防
止
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
、
現
場

の
業
務
効
率
化
と
安
全
性
向
上
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。

　

今
後
は
現
在
進
行
形
で
動
い
て
い
る
３

Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
タ
イ
ヤ

自
動
締
付
ロ
ボ
ッ
ト
の
改
善
と
他
工
場
へ

の
展
開
を
進
め
、
さ
ら
な
る
省
人
化
を
め

ざ
す
。
内
製
設
計
に
よ
る
か
ら
く
り
を

使
っ
た
装
置
で
創
意
工
夫
功
労
者
賞
の
受

賞
経
験
が
あ
り
、
ま
た
後
輩
育
成
に
も
意

欲
的
で
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
な
ど
の

高
度
な
知
識
を
「
共
に
学
び
、
共
に
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
す
る
」
姿
勢
で
伝
承
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
新
技
術
の
知
識
を

常
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、
現
場
の
意
見
を

取
り
入
れ
使
い
や
す
く
壊
れ
に
く
い
設
備

導
入
を
常
に
考
え
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
を

巻
き
込
み
技
能
伝
承
す
る
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
今
後
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

個人の力をチームの力へ
職場力向上で体制強化を図る、
� 設備制御プロ集団のリーダー

松
まつお

尾 拓
たくや

弥 さん 

トヨタ自動車東日本
株式会社
宮城大衡工場　
ものづくり組立研鑽部
組立整備課

電気工作やプログラミングを趣味とする松尾さんは、自作の専用
のレシピアプリを活用しながら、日々の料理を楽しんでいる。また
今後はクレー射撃に挑戦したいというアグレッシブな面も持ち合
わせている。
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自
動
車
産
業
が
盛
ん
な
愛
知
県
東
海
市

出
身
の
鍵
谷
さ
ん
は
、
１
９
８
９
年
の
入

社
以
来
、
保
全
一
筋
に
研
鑽
を
積
ん
で
き

た
。
常
に
現
場
を
尊
重
し
、「
現
場
あ
っ

て
の
保
全
」
と
い
う
考
え
方
を
大
切
に
し

て
い
る
。
入
社
当
初
は
、
昔
気
質
の
厳
し

い
先
輩
た
ち
に
囲
ま
れ
、
戸
惑
う
こ
と
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
厳
し
い
環
境
の
中
で

先
輩
た
ち
の
仕
事
ぶ
り
を
間
近
で
見
な
が

ら
経
験
を
重
ね
る
う
ち
に
、
保
全
員
と
し

て
何
を
大
切
に
す
べ
き
か
が
少
し
ず
つ
見

え
て
き
た
。
以
降
は
、
ペ
ア
を
組
む
先
輩

が
求
め
て
い
る
こ
と
を
先
読
み
し
て
行
動

し
、
期
待
以
上
の
対
応
を
心
掛
け
る
こ
と

で
信
頼
を
築
き
、
自
ら
改
善
を
提
案
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

鍵
谷
さ
ん
が
一
貫
し
て
意
識
し
て
き
た

の
は
、
問
題
が
発
生
し
た
箇
所
に
対
し
、

可
能
な
限
り
再
発
防
止
を
図
る
こ
と
だ
。

「
悪
い
も
の
は
何
と
し
て
で
も
変
え
て
、皆

を
楽
に
し
た
い
」
と
い
う
強
い
問
題
意
識

を
持
ち
続
け
て
き
た
。
そ
の
代
表
例
が
、

約
６
０
０
台
が
稼
働
す
る
ス
ポ
ッ
ト

溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
の
冷
却
水
セ
ン
サ
ー

の
改
善
で
あ
る
。
長
年
、
現
場
を
悩

ま
せ
て
き
た
頻
発
故
障
に
対
し
、

メ
ー
カ
ー
や
関
連
部
署
も
巻
き
込
み

な
が
ら
、
セ
ン
サ
ー
の
選
定
を
抜
本

的
に
見
直
し
た
。
そ
の
結
果
、
ト
ラ

ブ
ル
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
、
設
備
の

安
定
稼
働
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

機
械
保
全
技
能
検
定
の
機
械
系
保

全
作
業
１
級
を
取
得
し
て
い
る
鍵
谷
さ
ん

は
、
資
格
の
重
要
性
を
理
解
し
た
う
え

で
、
取
得
に
向
け
て
学
ぶ
過
程
こ
そ
が
大

切
だ
と
語
る
。
単
な
る
資
格
取
得
に
と
ど

ま
ら
ず
、
ど
の
現
場
で
も
通
用
す
る
本
質

的
な
知
識
の
習
得
を
部
下
に
も
奨
励
し
て

い
る
。
現
在
は
工
長
と
し
て
約
20
名
の
部

下
を
率
い
な
が
ら
、今
で
も
現
場
に
入
り
、

と
も
に
作
業
に
あ
た
る
。
保
全
と
い
う
仕

事
を
「
自
身
の
生
き
が
い
で
あ
り
天
職
」

と
語
る
ほ
ど
、
そ
の
思
い
は
深
い
。「
小

さ
な
作
業
で
も
決
し
て
質
を
落
と
さ
ず
、

す
べ
て
の
仕
事
に
全
力
を
傾
け
る
」。
そ

の
姿
勢
を
貫
き
、
後
進
の
育
成
に
も
力
を

注
い
で
い
る
。

部下の誰もが尊敬の念を持つ、
保全を「生きがい」と語る工長の矜持

鍵
かぎや

谷 敏
としあき

明 さん 

トヨタ車体
株式会社
富士松工場　
車体部　
ボデー保全課　工長

部下からの信頼も厚い鍵谷工長。若手社員たち
の、日々の仕事の充実感を少しでも上げていきた
いと考え、勤務時間はなるべく楽しく過ごしてほ
しいと願っている。
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２
０
０
８
年
に
入
社
し
た
中
本
さ
ん

は
、
吉
原
工
場
で
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
な

ど
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
の
生
産
ラ
イ
ン
を
担
当

し
て
い
る
。
現
在
は
、
欠
勤
時
の
応
援
対

応
や
異
常
発
生
時
の
ラ
イ
ン
外
対
応
を
担

う
。
面
検
査
作
業
で
は
、
ト
ヨ
タ
車
の
品

質
を
守
る
た
め
、
小
さ
な
キ
ズ
や
凹
み
も

見
逃
さ
な
い
よ
う
、
品
質
第
一
の
姿
勢
で

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
確
認
し
て
い
る
。

　

中
本
さ
ん
は
、
自
身
の
難
聴
と
い
う
特

性
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
強
み
に

変
え
て
き
た
。
入
社
当
時
か
ら
、
指
示
の

復
唱
や
メ
モ
取
り
を
誰
よ
り
も
徹
底
。
マ

ス
ク
着
用
に
よ
り
口
の
動
き
が
読
み
取
り

に
く
く
、
工
場
内
の
騒
音
で
補
聴
器
を
使

用
し
て
い
て
も
聞
き
取
り
づ
ら
い
場
面
が

あ
る
。
そ
こ
で
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
活
用

し
て
作
業
工
程
を
共
有
し
、
口
頭
伝
達
だ

け
に
頼
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ

く
り
に
努
め
て
き
た
。
組
内
で
も
簡
単
な

手
話
を
練
習
し
て
取
り
入
れ
る
な
ど
、
周

囲
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
円
滑
な
意
思
疎

通
を
実
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
姿
は
、

同
社
が
掲
げ
る
「
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か

ら
も
、
ず
っ
と
ヒ
ト
が
真
ん
中
。」
と
い

う
「
ヒ
ト
・
セ
ン
ト
リ
シ
テ
ィ
」
の
精
神

を
体
現
し
て
い
る
。

　

ト
ヨ
タ
系
製
造
業
の
現
場
で
は
、
日
々

の
業
務
の
中
で
ム
ダ
・
ム
ラ
・
ム
リ
を
見

逃
さ
ず
、
改
善
を
積
み
重
ね
る
力
が
求

め
ら
れ
る
。「
自
分
た
ち

で
で
き
る
こ
と
は
、
自
分

た
ち
で
や
る
」
と
い
う
意

識
の
も
と
、
中
本
さ
ん
は

90
秒
の
タ
ク
ト
タ
イ
ム
を

守
り
な
が
ら
、
待
ち
時
間

を
な
く
す
「
１
秒
改
善
」

を
日
々
実
践
し
て
い
る
。

後
工
程
を
お
客
さ
ま
と
捉

え
、
不
具
合
を
流
さ
な
い

緻
密
な
仕
事
ぶ
り
に
つ
い
て
、
推
薦
者
の

丸
内
組
長
も
「
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
作
業

の
や
り
に
く
い
部
分
を
自
ら
率
先
し
て
改

善
し
て
く
れ
る
頼
も
し
い
戦
力
」
と
高
く

評
価
す
る
。
中
本
さ
ん
と
後
輩
た
ち
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
互
い
に
学
び

合
う
機
会
に
も
な
り
、
組
全
体
の
人
間
力

向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

多様性も尊重した改善意欲を武器に、
職場全体のレベル向上を促進

中
なかもと

本 聡
そういち

一 さん 

トヨタ車体
株式会社
吉原工場　
車体部　
ボデー課　141組

ランドクルーザー300のフード（ボンネット）のアウ
ター面検作業を行う中本さん。休日は伊良湖の海
で丸内組長らとサーフィンを楽しむなど、オフの
充実や親密な交流でも信頼関係を育んでいる。
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「
子
ど
も
の
頃
か
ら
日
産
が
大
好
き
で
、 

日
産
に
入
る
た
め
に
工
業
高
校
へ
進
ん
だ
」

と
語
る
小
中
さ
ん
。
幼
い
頃
か
ら
抱
い
て

き
た
日
産
へ
の
憧
れ
を
胸
に
、
１
９
９
０

年
に
入
社
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
や
ア
ク
ス
ル

の
加
工
ラ
イ
ン
を
経
て
、
２
０
１
０
年
か

ら
は
日
産
自
動
車
初
の
電
気
自
動
車
の

モ
ー
タ
ー
組
立
ラ
イ
ン
で
、
設
備
保
全
一

筋
に
生
産
現
場
を
支
え
続
け
て
い
る
。

　
「
機
械
い
じ
り
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

現
場
作
業
が
楽
し
か
っ
た
」
と
語
る
小
中

さ
ん
。
職
人
肌
の
先
輩
た
ち
か
ら
、「
基

礎
基
本
」と「
原
理
原
則
に
基
づ
い
て
物
事

を
考
え
る
姿
勢
」
を
徹
底
し
て
学
び
保
全

マ
ン
と
し
て
の
礎
を
築
い
た
。
現
在
は
指

導
員
と
な
り「
教
え
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

最
近
は
自
分
が
手
を
動
か
し
た
い
気
持
ち

を
抑
え
、
後
輩
に
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」と
語
る
。若
手
な
ら
で
は
の
視
点

の
違
い
に
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
た

と
い
う
。

　

自
ら
の
長
所
を
「
粘
り
強
さ
」
と
語
る

小
中
さ
ん
。
新
人
時
代
、
自
分
が
納
得
す

る
ま
で
調
べ
抜
き
、
設
備
を
修
理
で
き
た

時
の
喜
び
は
、今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。モ
ー

タ
ー
ラ
イ
ン
の
設
備
改
善
で
は
、
10
年
も

の
歳
月
を
か
け
、
設
備
構
造
の
抜
本
的
な

見
直
し
に
取
り
組
ん
だ
。
検
査
デ
ー
タ
や

保
全
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
十
分
に
整
っ
て
い
な

か
っ
た
当
時
、
従
来
は
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
交

換
し
て
い
た
修
理
方
法
を
部
品
交
換
へ
と

変
更
。
そ
の
結
果
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

を
⅓
以
下
に
削
減
す
る
成
果
を
上
げ
、
社

内
表
彰
を
受
け
た
。

　

設
備
導
入
の
際
に
は
、
メ
ー
カ
ー
と
円

滑
に
話
が
で
き
る
よ
う
、設
計
か
ら
製
図
、

試
作
ま
で
自
ら
手
が
け
、
仕
事
の
領
域
を

広
げ
て
き
た
。
小
中
さ
ん
は
今
で
も
よ
く

現
場
を
歩
く
。「
歩
い
て
い
る
時
に
異
音

が
聞
こ
え
れ
ば
、
不
具
合
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
現
場
主
義
を
大
切
に
し

て
い
る
。
そ
ん
な
小
中
さ
ん
の
原
理
原
則

を
重
ん
じ
る
姿
勢
と
、
諦
め
な
い
心
は
、

次
世
代
の
保
全
マ
ン
へ
と
確
実
に
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

基礎基本と原理原則を徹底し、
諦めない心で工場を守る設備保全の匠

小
こなか

中 利
としみつ

光 さん 

日産自動車
株式会社
横浜工場　第一製造部　
パワートレイン製造課　
設備保全係　指導員

機械動作と安定性を向上させる「サーボ調整作業」を行う
小中さん。現在は親子ほど年齢差のある後輩を直接指導し
ている。成長を見守るのが楽しいと、人材育成にも余念がな
い。
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鈴
木
さ
ん
は
１
９
９
２
年
に
入
社
、
横

浜
工
場
で
Ｖ
８
エ
ン
ジ
ン
の
組
立
検
査
を

担
当
し
た
。
１
９
９
４
年
、
い
わ
き
工
場

の
立
ち
上
げ
に
と
も
な
っ
て
故
郷
に
戻

り
、
約
１０
年
に
わ
た
っ
て
Ｖ
Ｑ
エ
ン
ジ
ン

の
組
立
検
査
に
携
わ
っ
た
。
エ
ン
ジ
ン
の

構
造
や
原
理
・
原
則
へ
の
知
識
を
深
め
て

い
っ
た
。
現
在
は
総
合
試
験
室
に
て
エ
ン

ジ
ン
の
台
上
試
験
を
担
当
し
て
い
る
。

　
「
入
社
前
は
エ
ン
ジ
ン
に
特
化
し
て
考

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
配

属
さ
れ
て
か
ら
は
エ
ン
ジ
ン
の
面
白
さ
に

気
づ
き
ま
し
た
」
と
話
す
鈴
木
さ
ん
。
新

人
時
代
は
職
人
気
質
の
先
輩
た
ち
の
作
業

を
見
て
技
術
を
学
ん
だ
。
終
業
後
の
飲
み

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
反
省
会
に
な
り
多
く
の

指
導
を
受
け
た
。
そ
こ
で
培
っ
た
エ
ン
ジ

ン
の
構
造
や
機
能
、
組
立
順
序
へ
の
深
い

理
解
が
、
現
在
の
試
験
業
務
や
設
備
ト
ラ

ブ
ル
に
お
け
る
高
度
な
故
障
解
析
力
の
源

と
な
っ
て
い
る
。

　

ベ
ン
チ
テ
ス
ト
は
、
事
前
準
備
か
ら
各

種
テ
ス
ト
、
試
験
後
の
分
解
作
業
ま
で
、

基
本
的
に
一
人
で
行
う
大
変
な
仕
事
だ
。

微
細
な
ト
ラ
ブ
ル
も
見
逃
せ
な
い
た
め
、

気
に
な
る
点
が
あ
れ
ば
、
周
囲
の
メ
ン

バ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、

情
報
共
有
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
エ
ン

ジ
ン
技
術
は
日
々
進
化
し
て
い
る
。
鈴
木

さ
ん
は
、
新
部
品
や
新
機
能
に
関
し
て
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
熟
読
す
る
だ
け
で
な
く
、

現
場
へ
足
を
運
ん
で
工
程
を
確
認
す
る
な

ど
、
貪
欲
に
情
報
を
集
め
て
い
る
。

　

若
手
技
能
者
の
育
成
も
、
指
導
員
で
あ

る
鈴
木
さ
ん
に
と
っ
て
重
要
な
使
命
の
一

つ
だ
。
時
に
厳
し
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
な
が
ら
も
、

そ
の
場
で
理
解
で
き
る
ま
で
繰
り
返
し
教

育
し
て
い
る
。「
エ
ン
ジ
ン
を
分
解
で
き

て
、
部
品
の
一
つ
ひ
と
つ
を
眺
め
ら
れ
る

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
」
と
い
う
鈴
木
さ

ん
は
根
っ
か
ら
の
職
人
だ
。
次
世
代
へ
確

か
な
技
能
を
正
し
く
継
承
す
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
自
ら
を
磨
い
て
い
こ
う
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
る
。

常に五ゲン主義を忘れずに、
品質を守り続けるエンジンの職人

鈴
すずき

木 貴
たかひろ

浩 さん 

日産自動車
株式会社
いわき工場　
管理課　
品質保証グループ

エンジン性能試験を実施している鈴木さん。内燃機関をこよ
なく愛しているが、環境にも配慮して、通勤では電気自動車の

「リーフ」を愛車にしている
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以
前
か
ら
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ

り
、
人
の
役
に
立
つ
も
の
づ
く
り
に
携
わ

り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
日
産
自
動
車
を

選
ん
だ
晝
間
さ
ん
。
入
社
以
来
、
横
浜
工

場
で
モ
ー
タ
ー
な
ど
の
組
み
立
て
ラ
イ
ン

に
従
事
し
て
き
た
。
業
務
の
中
で
ト
ラ
ブ

ル
に
直
面
し
た
際
、
専
門
保
全
の
高
い
技

術
と
判
断
力
を
間
近
で
見
た
こ
と
が
、
晝

間
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
転
機
と
な
っ

た
。「
自
分
自
身
の
技
術
を
さ
ら
に
高
め

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、自
ら
志
願
し
、

２
０
２
２
年
の
１
年
間
、
専
門
保
全
で
実

習
を
行
っ
た
。

　

専
門
保
全
で
は
、
設
備
の
構
造
や
動
作

原
理
を
深
く
学
び
、
実
際
の
不
具
合
対
応

を
通
じ
て
経
験
を
積
ん
だ
。
さ
ら
に
、
音

や
匂
い
な
ど
五
感
を
使
っ
て
設
備
の
異
常

を
早
期
に
察
知
す
る
視
点
も
身
に
つ
け

た
。
製
造
現
場
と
は
異
な
る
、
保
全
な
ら

で
は
の
見
方
を
学
ん
だ
こ
と
は
、
現
在
の

業
務
に
も
大
き
く
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

実
習
で
得
た
知
識
と
技
能
を
自
職
場
に

還
元
す
る
た
め
、
晝
間
さ
ん
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を

通
じ
て
後
輩
た
ち
へ
の
指
導
を
進
め
た
。

ま
た
、
年
２
回
の
長
期
連
休
後
に
行
う
設

備
立
ち
上
げ
作
業
に
つ
い
て

も
、
製
造
側
で
対
応
で
き
る
よ

う
見
直
し
を
実
施
。
保
全
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
作
業
の
標
準

化
を
実
現
し
た
。

　

専
門
保
全
と
の
連
携
に
お
い

て
も
、
晝
間
さ
ん
は
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル

発
生
時
も
、
専
門
保
全
に
任
せ
き
り
に
す

る
の
で
は
な
く
、
自
ら
原
因
究
明
に
取
り

組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
積
極
的

な
姿
勢
は
、
専
門
保
全
か
ら
も
信
頼
さ
れ

る
理
由
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
職
場
で
は
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に

分
か
ら
な
い
こ
と
を
保
全
に
確
認
し
、
知

識
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
を
共
通
認
識
と

し
て
い
る
。
後
輩
た
ち
に
は
、「
よ
く
設

備
を
見
て
、
動
き
を
覚
え
る
こ
と
」
の
大

切
さ
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
。
職
場
に

は
、
ほ
か
に
も
保
全
実
習
を
経
験
し
た
メ

ン
バ
ー
が
い
る
。
晝
間
さ
ん
は
そ
う
し
た

メ
ン
バ
ー
と
も
知
識
を
共
有
し
な
が
ら
、

職
場
全
体
の
自
主
保
全
レ
ベ
ル
を
底
上
げ

す
る
こ
と
が
、
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

学んだ知識や技能を現場へ展開、
専門保全からも頼られる製造オペレーター

晝
ひるま

間 雅
まさよし

吉 さん 

日産自動車
株式会社
横浜工場　
第一製造部　
パワートレイン製造課

テストパレット スプラインシャフトの
BRG交換作業を行う晝間さん。「現場で
は毎日同じように作業していても、いろ
いろなことが起こり、いろいろなことが
学べる。そこが楽しいですね」と語る。
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前
松
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
た
２
０
１
１
年
４
月
に
入
社
し
、
３
年

間
エ
ン
ジ
ン
組
立
ラ
イ
ン
に
従
事
し
た
。

２
０
１
４
年
か
ら
２
年
間
、
自
ら
志
願
し

て
日
産
短
大
で
現
場
管
理
な
ど
を
学
ん

だ
。
２
０
１
６
年
の
保
全
実
習
で
は
、
実

際
の
現
場
で
し
か
学
べ
な
い
こ
と
が
数
多

く
あ
り
、
毎
日
が
新
鮮
に
感
じ
た
。「
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
自
分
が
保
全
の
知
識

を
持
て
ば
大
き
な
武
器
に
な
る
」
と
の
思

い
か
ら
、
多
岐
に
わ
た
る
ス
キ
ル
を
貪
欲

に
吸
収
。
２
０
１
７
年
に
現
在
の
改
善
班

へ
移
っ
て
か
ら
は
、
協
働
Ｒ
Ｂ
（
ロ
ボ
ッ

ト
）設
置
や
設
備
の
ラ
ダ
ー
の
変
更
、タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
の
改
修
な
ど
を
通
じ
て
、
工
場

の
効
率
化
に
力
を
発
揮
し
て
き
た
。

　

前
松
さ
ん
の
最
大
の
強
み
は
デ
ジ
タ
ル

領
域
に
あ
る
。
現
場
の
課
題
を
デ
ジ
タ
ル

技
術
で
次
々
と
解
決
し
て
き
た
。
測
定
値

の
入
力
作
業
で
は
従
来
、
作
業
者
が
そ
の

都
度
Ｐ
Ｃ
へ
向
き
直
り
、
キ
ー
ボ
ー
ド
で

数
値
を
入
力
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
前
松

さ
ん
は
こ
の
手
間
を
な
く
す
た
め
、
音
声

認
識
で
測
定
値
を
入
力
で
き
る
ソ
フ
ト
を

自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
。
手
を
止
め
ず
に

入
力
で
き
る
、
完
全
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
化
を

実
現
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
領
域
に
強
み
を
持
つ
前
松
さ

ん
だ
が
、
セ
ン
サ
ー
や
Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
い
っ
た

工
場
を
自
動
化
す
る
Ｆ
Ａ
（
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
領
域
に
も
自

信
を
持
っ
て
い
る
。
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
（
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
）
に
よ
る
コ
ー
ド
開

発
領
域
に
も
精
通
し
、
双
方
を
活
か
し
て

自
ら
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
る
点
も
ス
ト

ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
。
ま
た
社
内
の
か
ら

く
り
展
手
作
り
Ｄ
Ｘ
部
門
で
も
部
品
指
示

装
置
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
高
い
評
価

を
獲
得
し
て
い
る
。

　

最
近
で
は
、総
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
活
用
し
、
社
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
部
品
の
異
品
投
入
対
策
や
在

庫
管
理
の
業
務
ア
プ
リ
開
発
に
挑

戦
。
誰
で
も
作
れ
る
よ
う
、
月
１

回
ア
プ
リ
開
発
の
社
内
講
座
を
開

催
し
て
現
場
主
導
の
業
務
改
善
を

後
押
し
し
て
い
る
。
熱
い
探
求
心

と
高
い
改
善
力
で
工
場
の
進
化
を

牽
引
し
て
い
る
。

自身の技術やスキルを伝えて、
全体的なレベルアップを図る

デジタルマスター

前
まえまつ

松 陽
ようすけ

介 さん 

日産自動車
株式会社
いわき工場　
製造課　
組立係　改善班

現場で協働RBの設置業務を行う前松さん。
デジタル以外に、実は料理も得意で、休日に
は2人のお子さんに得意のハンバーグを振
る舞う良きパパでもある。
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岩
本
さ
ん
は
２
０
１
５
年
に
入
社
し
、

め
っ
き
鋼
板
製
造
ラ
イ
ン
の
電
気
整
備
保

全
業
務
に
従
事
し
て
き
た
。
前
職
で
は
航

空
機
の
主
翼
製
造
に
携
わ
り
、
保
全
業
務

は
未
経
験
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、

社
内
研
修
や
実
務
を
通
じ
て
一
か
ら
電
気

技
術
を
学
び
直
し
た
。
地
道
に
基
礎
を
身

に
つ
け
、
現
在
は
生
産
ラ
イ
ン
を
安
定
し

て
稼
働
さ
せ
る
た
め
の
維
持
管
理
を
担
う

中
心
的
な
存
在
へ
と
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。

　

担
当
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、
岩
本
さ
ん
は

高
い
問
題
意
識
を
持
ち
、
過
去
10
年
間
の

故
障
履
歴
を
体
系
的
に
分
析
し
た
う
え

で
、
制
御
基
板
や
ド
ラ
イ
ブ
装
置
が
全
故

障
の
約
６
割
を
占
め
て
い
る
と
い
う
特
性

を
明
ら
か
に
し
、
設
備
の
弱
点
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
不
足
の
原
因
を
可
視
化
す
る
取
り

組
み
を
実
行
し
た
。
こ
の
分
析
結
果
は
部

署
内
の
情
報
共
有
は
も
ち
ろ
ん
、
同
様
の

機
器
を
抱
え
る
他
ラ
イ
ン
へ
も
横
展
開

し
、
工
場
全
体
の
保
全
レ
ベ
ル
向
上
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
に
貢
献
し

た
。
ま
た
実
行
の
た
め
に
内
製
補
修
を
実

現
さ
せ
、
弱
点
設
備
を
解
消
し
て
長
年
に

わ
た
る
設
備
の
安
定
稼
働
に
貢
献
し
た
。

さ
ら
に
塵
埃
の
多
い
製
鉄
所
と
い
う
過
酷

な
環
境
下
で
、
火
災
防
止
や
空
調
設
備
の

維
持
の
た
め
に
電
気
室
内
を
率
先
し
て
清

掃
す
る
な
ど
、
電
気
室
の
維
持
管
理
と
ト

ラ
ブ
ル
防
止
に
も
注
力
し
て
き
た
。

　

後
輩
た
ち
に
は
、
修
理
を
完
遂
し
た
際

の
「
や
り
き
っ
た
」
と
い
う
達
成
感
や
保

全
の
「
や
り
が
い
」
を
伝
え
て
い
く
こ
と

も
重
要
な
役
割
と
捉
え
て
い
る
岩
本
さ

ん
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
社
内

で
「
発
明
改
善
」
と
呼
ば
れ
る
電
気
技
術

を
用
い
た
新
た
な
改
善
活
動
に
も
挑
戦
し

て
い
る
。
生
産
ラ
イ
ン
に
自
ら
の
知
恵
と

知
識
を
組
み
込
み
、
新
た
な
機
能
を
持
た

せ
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
は
特
許
を
取
得

で
き
る
レ
ベ
ル
の
発
明
を
め
ざ
し
て
活
動

を
続
け
て
い
る
。

卓越した分析力と高い技術力を誇る、
電気整備のプロ

岩
いわもと

本 竜
たつや

也 さん 

日本製鉄株式会社

名古屋製鉄所　設備部　
冷延めっき整備室　
めっき焼鈍整備課　班長

聴診棒を用いて異音点検を行っている岩本さん。過去には所内の電計競技
会にて２年連続で優勝し、全社大会でも優秀な成績を残すなど、社内トップ
クラスの技術を有している。
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「ものづくりは設備づくりから」を信条に、
未来の現場力を強化

　

長
江
さ
ん
は
約
７
年
間
の
電
気
整
備
三

交
代
勤
務
を
経
て
、
コ
ー
ク
ス
工
場
の
電

気
保
全
担
当
と
な
っ
た
。
入
社
当
初
は
若

手
社
員
育
成
を
目
的
と
し
た「
電
気
道
場
」

で
専
属
指
導
員
の
も
と
現
場
で
発
生
し
た

事
例
な
ど
を
参
考
に
基
礎
か
ら
徹
底
的
に

学
ん
だ
。
こ
の
経
験
が
現
在
の
確
固
た
る

技
術
力
の
基
盤
と
な
り
、
工
場
全
体
の
安

定
操
業
を
支
え
、
さ
ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｍ
活
動
に

お
い
て
も
電
気
設
備
保
全
部
門
の
中
核
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

機
械
保
全
技
能
検
定
は
電
気
系
保
全
作

業
・
機
械
系
保
全
作
業
と
も
に
１
級
を
有

す
る
長
江
さ
ん
。
実
務
経
験
を
重
ね
る
中

で
、
設
備
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
強
い

問
題
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。特
に
、

広
大
な
工
場
内
に
お
い
て
保
全
情
報
の
共

有
化
が
十
分
に
図
ら
れ
て
い
な
い
点
に
着

目
し
、
シ
ェ
ア
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
ト
ラ
ブ
ル
事
例
、
メ
ー
カ
ー

の
手
順
書
や
詳
細
な
内
容
な
ど
を
体
系
的

に
集
約
し
た
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
築

を
主
導
し
た
。
異
常
予
兆
の
早
期
発
見
を

目
的
と
し
た
整
備
手
法
の
標
準
化
は
、
重

大
な
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
保

全
を
具
現
化
し
、
工
場
全
体
の
安
全
か
つ

安
定
し
た
操
業
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。

　

老
朽
化
設
備
へ
の
対
応
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
、
優
先
順
位
に
基
づ

く
計
画
的
な
更
新
を
実
現
す
る
た

め
、
点
検
方
法
や
箇
所
、
寿
命
基
準

を
工
事
基
準
化
し
運
用
を
推
進
し

た
。
今
後
は
最
新
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
や

無
線
セ
ン
サ
ー
を
積
極
的
に
導
入
す

る
こ
と
で
保
全
業
務
を
さ
ら
に
高
度

化
し
た
「
効
果
の
あ
る
改
善
」
を
目

指
し
て
い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
自
ら

が
先
輩
た
ち
に
助
け
ら
れ
た
よ
う

に
、
仕
事
に
悩
む
後
輩
や
若
い
世
代

に
寄
り
添
い
、
若
手
社
員
が
意
見
を
言
い

や
す
い
職
場
環
境
を
醸
成
す
る
な
ど
、
組

織
全
体
の
技
術
力
の
底
上
げ
と
未
来
の
現

場
力
強
化
に
努
め
て
い
る
。

長
ながえ

江 一
かずき

樹 さん 

日本製鉄株式会社

名古屋製鉄所　設備部　
製銑整備室　
コークス整備課　班長

自ら主導した社内共有システムの画面をチェックする長江さんは、今
後ますますDXやIoTの必要性を感じている。一方、休日には愛犬「ふ
う」と過ごす時間がなによりの息抜きとなっている。
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合
津
さ
ん
は
、
先
に
同
社
で
働
き
始
め

た
兄
の
影
響
を
受
け
２
０
１
１
年
に
入

社
。
約
60
機
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
稼
働
す
る
上

塗
り
職
場
で
噴
霧
塗
装
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
き
た
。
２
０
２
０
年
に
は

班
長
に
、
そ
し
て
２
０
２
５
年
に
は
職
長

補
佐
に
任
命
さ
れ
、
着
実
に
キ
ャ
リ
ア
を

重
ね
て
い
る
。「
後
進
に
指
導
す
る
た
め

に
は
、
自
分
が
一
番
知
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
」
と
の
思
い
か
ら
２
０
２
２
年
に
噴
霧

塗
装
１
級
を
取
得
。
ま
た
、
自
分
た
ち
の

設
備
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
職
場
風

土
か
ら
自
主
保
全
士
１
級
も
取
得
し
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
知
識
を
誇
る
エ
キ
ス

パ
ー
ト
へ
と
成
長
を
遂
げ
た
。

　

入
社
当
初
は
現
場
を
理
解
す
る
ま
で
に

苦
労
も
あ
っ
た
。
上
塗
り
ロ
ボ
ッ
ト
は
数

多
く
の
細
か
い
機
器
が
集
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
機
能
や
仕
組
み
を
把

握
し
て
い
な
い
と
正
し
く
稼
働
で
き
な

い
。
そ
こ
で
合
津
さ
ん
は
、
機
械
を
観
察

し
て
イ
ラ
ス
ト
化
し
、
ま
た
先
輩

に
繰
り
返
し
質
問
す
る
こ
と
で
知

識
を
深
め
て
い
っ
た
。

　
「
五
ゲ
ン
主
義
」
を
基
本
に
現

場
を
重
ん
じ
て
い
る
合
津
さ
ん

は
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
と
っ
て「
機

器
を
良
く
知
る
こ
と
が
最
も
重

要
」
と
語
る
。
そ
の
姿
勢
が
現
れ

た
の
が
、
塗
装
ロ
ボ
ッ
ト
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
作
業
の
改
善
だ
。
日
々

の
塗
装
で
汚
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
洗

浄
す
る
際
、
10
分
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

す
れ
ば
最
小
の
時
間
で
最
大
の
効
果
が
出

せ
る
の
か
を
徹
底
的
に
追
求
。
作
業
内
容

を
標
準
化
し
て
メ
ン
バ
ー
へ
訓
練
を
実
施

し
た
。
結
果
、
作
業
遅
れ
に
よ
る
稼
働
停

止
を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
し
、
品
質
不
具
合
の
低

減
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

現
在
は
、
過
去
に
経
験
し
た
問
題
解
決

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
チ
ー
ム
で
共
有
で
き
る

よ
う
、
言
語
化
・
フ
ロ
ー
図
化
す
る
こ
と

を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
指
示
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
豊
富
な
知
識
量
と
確
か
な
人
間

力
で
現
場
を
力
強
く
牽
引
し
て
い
く
。

五ゲン主義と経験則で塗装現場を牽引し、
設備改善や品質向上にも尽力

合
ごうつ

津 雄
ゆうすけ

介 さん 

マツダ株式会社

本社工場　
第1車両製造部　
第2塗装課　
第1塗装係　職長補佐

上塗りロボットを稼働させて作業を行う合津さん。「仕
事とは、自分にしかできない考えを表現して、自分が存
在した証を残せるもの」と語る。自らの成長が会社に貢
献できたことが喜びに繋がっている。
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熊
本
県
出
身
の
松
原
さ
ん
は
、２
０
０
７

年
の
入
社
以
来
、
一
貫
し
て
品
質
管
理
業

務
に
従
事
し
て
き
た
。
当
初
は
新
し
い
検

査
方
法
や
、
扱
っ
た
こ
と
の
な
い
測
定
器

具
に
戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、
職
場
の
使
命

で
あ
る
「
不
具
合
品
を
未
然
に
防
ぎ
、
絶

対
に
後
工
程
へ
流
さ
な
い
こ
と
」
を
念
頭

に
、
技
術
や
知
識
を
習
得
。
各
種
測
定
機

器
を
高
い
レ
ベ
ル
で
使
い
こ
な
す
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
へ
と
成
長
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
金
属
組
織
中
の
黒
鉛

球
状
化
率
の
判
定
業
務
に
お
け
る
改
善
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
だ
。
従
来
は
標
準
写
真

と
比
較
す
る
官
能
評
価
で
判
断
し
て
い
た

た
め
、
人
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て

い
た
。
こ
れ
を
自
動
判
定
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
効
率
化
と
定
量
化
を
図

る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
自
職
場
で
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
を
使
用

し
て
い
た
が
、
現
場
の
研
磨
レ
ベ
ル
で
は

研
磨
キ
ズ
が
残
り
、
そ
れ
を
誤
認
す
る

ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
た
た
め
、
研
磨
レ

ベ
ル
を
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

松
原
さ
ん
は
、
鏡
面
仕
上
げ
を
前
提
と
し

な
い
機
械
学
習
モ
デ
ル
を
ゼ
ロ
か
ら
構
築

す
る
た
め
、
関
係
部
門
や
職
場
メ
ン
バ
ー

を
巻
き
込
み
な
が
ら
奔
走
し
、
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
。
実
装
後
も
誤
判
定
は
発
生

し
た
が
、
周
囲
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
道

に
改
良
を
重
ね
、
つ
い
に
現
場
の
実
用
レ

ベ
ル
に
耐
え
う
る
正
確
な
自
動
判
定
シ
ス

テ
ム
を
完
成
さ
せ
た
。

　
「
今
後
は
さ
ら
に
Ｄ
Ｘ
技
術
や
Ａ
Ｉ
を

導
入
し
な
が
ら
も
、
変
わ
っ
て
は
い
け
な

い
と
こ
ろ
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と

語
る
松
原
さ
ん
。
過
去
の
ト
ラ
ブ
ル
の
経

緯
を
理
解
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
メ
ン

バ
ー
と
共
有
す
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い

る
。
さ
ら
に
自
分
た
ち
が
蓄
積
し
て
き
た

知
識
や
技
能
を
、
い
か
に
後
世
に
伝
承
し

て
い
く
か
と
い
う
教
育
的
な
課
題
に
も

向
き
合
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
課
題
か
ら
も

目
を
背
け
ず
挑
戦
を
続
け
る
彼
の
探
求
心

が
、
品
質
管
理
の
新
た
な
未
来
を
切
り
拓

い
て
い
く
。

作業の定量化を図るため、
DX技術を活用し、自動判定システムを構築

松
まつばら

原 史
ふみひろ

浩 さん 

マツダ株式会社

本社工場　
第3パワートレイン製造部　
素材工務技術グループ　
職長補佐

システムが進化しても、「ひと」と「ひと」が関わっているので、
コミュニケーションは重要だと思っている松原さん。まずは
雑談からとの思いで、同僚や部下たちにも積極的に声を掛
けるようにしている。



JIPM主催イベントのご紹介

・発表では見えない成功の裏側を聞ける
・生の失敗談や苦労を知ることができる

・自社の課題を率直に意見交換できる
・他社の担当者や現場とつながることができる

発表・聴講・交流を通じて、現場の人材と改善活動を育てます。

■交流会 －発表だけでは見えない学びがある－

その他イベントや詳細に関する情報は
日本プラントメンテナンス協会公式サイトをご覧ください
https://info-jipm.jp/event/

　
◆主な発表会・講演会

❶ 改善事例発表大会／
　 優秀改善事例発表大会
製造現場などで実施した改善活動の成果や進め
方 を 発 表
し、参加者
同士で共有・
交流する場
です。優秀
改善事例発
表 大 会 で
は、改善事
例発表大会
で優秀な成

現場の作業
改善に役立
つ、からくり
装置のアイ
デアや事例
を展示・紹介
するイベン
トです。

重力、てこ、滑車などの原理を活用し、安全性・品
質・生産性の向上につなげる工夫を学べます。

❸ からくり改善くふう展

❺ モノづくり現場発信のDX大会
現場の課題を起点に、知恵と工夫を活かしてデジ
タル化・改善した事例を発表する大会です。現場の
メンバーが主体となって業務を変革する取組みを
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さい。
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　 クイーンズ・カンファレンス
女性が中心と
なって取り組ん
だ改善活動の
成果や、職場で
の 活 躍・リー
ダーシップに関
する事例を共
有する場です。
クイーンズ・カ
ンファレンスでは、女性の活躍や改善活動に関す
る優れた事例が発表されます。

設備管理・保全に関する改善事例や技術を共有し、
設備の故障防
止、長寿命化、
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流の場にもなっ
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ついて考え、現場が抱える課題や、経営者に期待
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※各大会で発表者・聴講者の交流会を実施しています。

このほか、各地域で講演会や発表会などを開催しています。
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現場が主役！
みんなの自主保全

45 PB

公益社団法人日本プラントメンテナンス協会では全国設備管理強調
月間に合わせ、「現場が主役！みんなの自主保全」を実施。本企画は、
職場で実践された自主保全活動に光を当てることを目的に、多様な
取り組みを広く募集したものです。今回、全国から寄せられた事例
の中から、金賞・銀賞・銅賞を受賞した 14 作品をご紹介します。
現場で働く一人ひとりの気づきや工夫が、設備を守り、職場をより
良くしていく力になることを感じていただくとともに、各職場にお
ける自主保全の取り組みを後押しする一助となれば幸いです。
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省エネを考慮した搬送シュート製作

現場が主役！みんなの自主保全

アイシン軽金属株式会社 押出工場

早 良太さん
インプローブサークル

1. この取組みの背景・課題・困りごと

技能員が２㎏のワークを持って５.６ｍある次工程に移動している

・重量物を持ちながらの歩行で疲れる
・移動に時間がかかるため生産性が悪い

2. 改善への取組み内容

歩行レス化に向けた工程間搬送シュートを製作
＜工程間シュート条件＞
①品質 ： 搬送時のキズNG ⇒ 搬送用箱を製作、内部に傷防止台設置
②環境 ： 省エネルギー ⇒ 半からくり（送りのみエア使用）

上記条件を満たし安全性も考慮し製作

3. 改善前、改善後の状態

加工ラインで完了したワークを仕上げ
ラインの仮置台まで運んでいた

電動化による搬送シュートを検討して
いたが省エネに向けて｢からくり機構」
を取り入れて製作を目指す！

BEFORE

①スタート釦を押す
②シュートが傾斜
③次工程へ流れる
④次工程技能員がワークをとる
⑤重りの重さでシュートが逆に傾斜
⑥搬送箱が元の位置に戻る

AFTER

4. 改善による効果

・歩行数が減る事で足が疲れにくくなった
・加工ライン技能員の歩行数（時間）低減

１６歩⇒４歩（８秒⇒２秒）

改善前 改善後
ＣＴ６５秒 出来高５５.３本/H ⇒ ＣＴ５９秒 出来高６１本/Ｈ

                             ◇効果： ＣＴ６秒短縮 出来高５.７本/Hアップ

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

・ワンポイントレッスン（からくり）作成

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）

製造現場の困りごとを解決するために、チームメンバーが一丸となり何度
も改善を繰り返しながら「からくり化」に取り組む事で、省エネに対する意
識が向上した。

・からくりシュート概要

仕上げライン 加工ライン
５．６メートル

往復１６歩

歩行

傾斜用シリンダ

おもり

ワーク搬送箱

おもり

ワーク搬送シュート概要
(からくり機構)

仕上げライン側

加工ライン側
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粉漏れゼロを目指して

現場が主役！みんなの自主保全

愛知製鋼株式会社

田中 匠さん
MAGサークル

1. この取組みの背景・課題・困りごと

■背景
・原料の粉が設備投入時やふるい作業時に粉が舞い、周囲に飛散していた。
・粉がホッパーの天板・設備内・階段・台車周りに常に堆積し清掃負荷が高い状態が続いていた。
■課題
・粉の付着により、設備（センサー・LM部）等の動作不良による頻停も頻繁に発生していた。
・床や階段に落ちた粉で工場の建屋内の床の汚れの原因になっていた。
・粉モレや粉舞い発生により、災害リスク（滑り・目に混入・吸引等）の危険も常に存在している。
・清掃してもすぐに汚れが戻り、作業性・生産性・歩留まりロスにつながってしまう。
■困り事
・「掃除しても粉が溜まる」「作業時に粉が舞う」といった終わりのない清掃負担があった。
・粉を扱う職場なので掃除は当たり前になっていて、あきらめ感が現場に根付いてしまった。
・磁石成形機の4号ラインが特に汚れが多く、改善が急務で、他のラインも同様の悩みを抱えていた。

2. 改善への取組み内容

・2017-2018：作業負荷改善（手ふるい作業 → 自動ふるい）
↓

・2021：カップ底の 粉モレ対策 移動式カップ置き場作製 + 専用治具取り付け
・2022：粉置き場 粉モレ対策 ふるい受け・囲い・漏斗 床への直接落下をゼロ化
・2025：粉置き場 飛散対策 密封式カバー作製 + 漏斗飛散防止
・2021-2025：投入ホッパー飛散対策

↓
・2021：ホッパーカバー作製に着手 プラダン（プラスチックダンボール）で模型作成
・2022：ホッパーカバー作製 密封式カバー作製（アクリル）+ のれん

投入カップ変更 ⇒ カップ → ボトルへ
・2024：ホッパーカバー形状変更 ⇒ スリム化（アルミフレームとアクリル）

：投入ボトル 粉モレ対策 ⇒ ボトル蓋にホース取り付け

3. 改善前、改善後の状態

BEFORE AFTER

4. 改善による効果

■粉モレ量
・天板堆積：260ｇ/週 → 5ｇ/週 (▲98％)
・床下堆積：68ｇ/週 → 0ｇ/週

■生産
・清掃時間：10分 → 6分/日 (▲40％)
・生産性向上：0.02％アップ → 4000個/月の改善効果

■定性効果
・安全性向上：粉密封による、目・混入・滑りリスク低減
・頻停低減：LM/シリンダー粉付着削減による動作不良の未然防止（工数・部品交換）
・標準化：横展実施と点検表・手順書教育による誰でも同じ作業へ展開

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）

■仲間の声
・粉ふるい作業が楽になった。 ⇒ 手でふるっていたときは時間と手首に負担がかかっていた。
・後片付けでの清掃時間が短くなったおかげで、活動に使える時間が増えた。
・機械周りの置き場や設備内の見栄えを向上したことで汚れに対しての意識が敏感になった。
・掃除が楽になった。

■苦労話
・粉モレの対策をみんなで検討した会合で「設計」や「アイデア」が出なかった。
・改善をしても次の課題が浮彫になって、トライ＆エラーを繰り返し完成につながった。
・「掃除を楽にしたい」 ⇒ 発想の転換に意識が向かなかった。（掃除をするのは当たり前）

■チームワークや職場の雰囲気
・改善を通じて（自作治具やカバー）成果がでたことで自信につながり、横展開をしていきたい。

⇒ 意識向上につながり、活動が活発になっている。

「工場美化活動」、
「TPM活動」2つの
活動推進

⇒⇒観点の異なる活動
による相乗効果発揮
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薬液補充量の見える化によるポカミス低減活動

現場が主役！みんなの自主保全

イビデン株式会社 大垣中央事業場

早野 瑛司 さん
薬液補充量の見える化サークル

1. この取組みの背景・課題・困りごと

・薬液槽新建浴時に様々な薬液をポンプを使用しドラムや
ポリタンクから薬液槽へ移送する作業で、操作盤の切り替え
スイッチしかない上、積算送液量が数値で見えず、
作業者の勘や、経験値に頼る部分が多く正確性に欠ける。

・補充量を間違えた場合、全て廃液し1から液を再作成しなけれ
ばならない為、コスト増やダウンタイム増とリスクが大きい。

2. 改善への取組み内容

・薬液移送配管に積算流量計を設置、さらに補充作業スペース
にタッチパネルを増設し補充作業をしながら補充量を
常時確認できるよう改善した。
（ガソリンスタンドの給油イメージ）

3. 改善前、改善後の状態

BEFORE AFTER

4. 改善による効果

・補充量間違いによるコスト増・ダウンタイム増のリスクを低減
できた。

・積算流量計の「瞬時流量測定値」を併せて表示させること
により、瞬時流量が出ない＝ポンプや配管の異常を早期に
発見できるといったメリットも得られた。

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

・クランプオン式センサーを使用し、容易にオフラインで
施工できた為、設備停止も不要で進められた。

・「ガソリンスタンド方式」という日常生活で
馴染みのある言葉で現場に説明したところ、
すぐ理解頂き、運用定着できた。

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）

・ガソリンスタンド感覚で積算流量を製造の使用者から確認
出来るありがたさを述べられたことが非常に励みになった。

・今後も同様な図れない作業を改善し無駄を無くす活動を
チーム全体で活動し、より良い職場作りとしていきたい。

ｸﾗﾝﾌﾟｵﾝ式積算ｾﾝｻｰ

タッチパネルで補充量をリアルタイ
ム表示し、数値判断でバラツキ低減

SW操作盤

人による操作、ポリタンク残量
目視による停止判断
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2. 改善への取組み内容
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3. 改善前、改善後の状態

BEFORE AFTER

4. 改善による効果
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5. 活動を支えたツール・広めた工夫
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6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）
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ム表示し、数値判断でバラツキ低減

SW操作盤

人による操作、ポリタンク残量
目視による停止判断
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設備点検業務改善

現場が主役！みんなの自主保全

カワサキモータース株式会社 明石工場

左川 満輝さん
俺たちチェッカーズ

1. この取組みの背景・課題・困りごと

【背景】
設備点検は、以前から紙ベースで実施しています。10数年まえから管理項目や管理方法、設備台数の増加に

伴って、点検者の負担も大きくなり、点検そのものが形骸化していく危機感がありました。

【課題】
①点検者の負担が大きくなっていました。
②管理方法を、○×から数値管理に変更したものの、データの活用ができていませんでした。

【困りごと】
①点検ルールや手順が整っていないので、特定の方しか点検できない環境でした。
②データの扱い方を理解できていない、情報を処理する知識が不十分でした。

2. 改善への取組み内容

DX化推進を目標にしました。そのために、PCの準備や教育などの環境を整備していきました。

【環境整備】
・ 設備点検の指導書を作成しました。目的は、設備点検の内容や役割を理解していただくためです。
・ 指導書を基に、点検の経験が浅い方へ教育を実施しました。
・ 点検を誰でも確実にできる仕組みとして、点検箇所や油脂類の給油口にラベリングや識別表示をしました。

【紙による点検の廃止】
・ タブレット端末を手配して、既存のアプリとExcelを活用して自分達で専用プログラムを開発しました。
・ 点検項目をタブレットに移植して、1項目ごとにスクロールしながら点検できる仕様にしています。
・ 入力したデータを、Excelファイルに転記する機能を持たせました。

3. 改善前、改善後の状態

BEFORE AFTER

4. 改善による効果

• 経験の浅い方でも迷うことなく点検・油脂類の補充をできる環境が整いました。その結果、全体の負担を下
げることができました。

• 紙の管理がなくなったので、監督者の負担も大きく減りました。
• 数値をデータで管理出来るようになったので、異常や変化を早期にキャッチアップできて、大事になる前に

対応できる仕組みが出来ました。
• なにより、職場の負担が減ったことと、この取り組みで多くの事を学べたので、それが一番大きな効果だっ

たと自負しています。

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）

～主担当の声～
「今までPC操作はPowerPointや簡単なExcelの知識だけの私に、主担当の役割を任されました。
任された以上は、活用できるシステム作りをしたいと行動しましたが、素人の私には何から手をつけれ
ば良いか分からず迷っていたなか、幹部職員の方からFormsを使用した点検の形を提案されました。
保管しかできないレガシィシステムからDX化するために、まず本やネットで勉強して専門の先輩に教
えていただき、Excelでダッシュボード化できる教材を頂いて、今回の形の構図が浮かび上がってき
ました。ここまでが本当に長くてしんどい道のりでした。
そこからは試行錯誤を繰り返して今のシステムに辿り着いた時の達成感は、とても嬉しく目に見えて

自分自身が成長していることを実感した、とても貴重な機会でした。それと、他職場の方と意見を交え
たり、メンバーと協力して取り組めた事はとても貴重な経験になりました。」
～仲間の声～
「点検の日だけ、めちゃくちゃ忙しくて時間が足りてなかったから、助かるわぁ」
（いまだ紙の職場） 「私の職場にも早く展開して欲しい。」
～担当課長からのコメント～
「一番の収穫は、PCの苦手な班長が率先して取り組んで、PCを使うようになったこと。他にもデータ
で管理することが苦手な監督者がいるので、ベンチマークになり良かった。」

点検項目：20点
担当設備：20設備
点検時間：80分
点検頻度：週1回
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BEFORE

熱処理炉
冷却水バイパス配管取り付けによる流量異常撲滅

現場が主役！みんなの自主保全

ジヤトコ株式会社 第一パワートレイン工場

渡辺 真広さん
スクラムサークル

1. この取組みの背景・課題・困りごと

熱処理炉の冷却水が流量センサーの汚れにより流量異常が月平均12回発生している。センサーを
清掃するのに900℃の炉を常温まで立下げて清掃し、また立上げる作業のため１回あたり369分
の時間と立上げのロスがあった。

2. 改善への取組み内容

外注業者に冷却水配管のバイパス経路作成の見積を取ったが高額であった。一旦は諦めようと
思ったが、自主保全で設計から作成及び取付を行い、センサーの清掃を炉の立ち下げを行わなくて
もできるようにした。

3. 改善前、改善後の状態

AFTER

4. 改善による効果

冷却水流量異常が発生した時にバイパス経路へ
切り替えることで、生産調整、立ち下げをする
ことなく流量センサーを清掃できるようになった。
これにより炉の再立ち上げの
動力費年間約29万円の低減に繋がった。

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

経験豊富なシニア社員である深澤嘉彦さんが
改善技能を若手に伝授しながらスキルアップを
図り、全部で18箇所の改善を製造自主保全で
完成させた。

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）

バイパス配管施工にあたり一旦冷却水を抜く必要があるが、１箇所当たり約24h掛かるため生産
の少ない日を狙って１箇所ずつ行ったので完成までに時間が掛かった。
若手社員は最初、配管を切る作業で長さが合わなかったりして取付できずやり直すなど苦労した。
18箇所を組員がそれぞれが個々に完成させたので、自分の作った作品ができ自主保全の達成感
を得られた。

通常使用の冷却水配管の位置も変えながら
バイパス配管を施工

バイパス経路がないため、流量センサーを
清掃時は設備停止が必要

清掃と復帰（再稼働）までの流れ

①炉立ち下げ
(900℃→常温) ②配管内の水抜き ③センサー汚れ清掃

300分 6分 3分

④炉立ち上げ
(常温→900℃)

60分

再
稼
働

深澤嘉彦さん

冷却水
配管

流量
センサー

バイパス
配管

冷却水
配管

流量
センサー
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グリスアップをもっと早く、もっと確実に。

現場が主役！みんなの自主保全

ジヤトコ株式会社 素形材工場

山本 将平さん
Productive Maintenance Generate

1. この取組みの背景・課題・困りごと

2. 改善への取組み内容

3. 改善前、改善後の状態

BEFORE AFTER

4. 改善による効果

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）
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１）バルブ受けの汚れによりバルブが浮いて異常停止する
２）汚れる頻度が高く1回/W清掃が必要
３）異物がバルブ（製品）に付着すると品質不良となる

バルブ組付機 バルブ受け清掃頻度の低減
（異物解明と根本対策）

現場が主役！みんなの自主保全

トヨタ自動車東日本株式会社 宮城大和工場

吉田 文人さん

1. この取組みの背景・課題・困りごと

2. 改善への取組み内容

・汚れる原因を突き止め清掃頻度を低減させたい
１）付着している異物は何か（品質管理部署と異物解析）
２）何が原因で異物が発生するのか
（保全部署と設備構造、メカニズムを学び実機確認）

3. 改善前、改善後の状態

BEFORE

エレベーター低速回路追加
低速範囲設定

AFTER

4. 改善による効果

・バルブ受けの異物大幅削減により
１）バルブ受け清掃作業工数低減（6h/M⇒1.5H/M）
２）バルブ浮き異常停止削減
３）品質不良の削減
４）煩わしい清掃作業の軽減

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

・教材：機械図面、ビデオカメラ、電子顕微鏡
・清掃道具：エアブローノズル、不織布ウェス
・自主保全活動板、自主保全カード

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）

・バルブ受け清掃頻度が多く、大変だったが汚れが
激減し、清掃周期が延ばせて嬉しい
・清掃周期を延ばせた事で、自主保全時間を他の
設備に充てれるようになった
・清掃してもすぐ汚れるので困っていたが、
発生源まで踏み込めて自信がついた
・保全部署の人に設備の構造を教えてもらって
解明できたので、他の問題解決にも役立つ
・両直でクロスチェックし、自分達の困りごとが
共有出来て一緒に改善出来て嬉しい
・今度は清掃作業のやりやすさの向上と異物
そのものをゼロにすることにチャレンジしたい
・メンバーが笑顔で生き生きと取り組んでくれて
嬉しい

バルブ供給部 下段バルブ受け汚れ
バルブ受け

バルブ

内部に汚れ
異物付着

バルブ浮き

異物解析 実機確認設備勉強会 異物発生原因判明

パレット

異物発生
付着のメカニズム

バルブパレット
昇降装置

パレット搬入位置

バルブパレット
昇降（高速）

パレット上昇
（高速）

パレットとバルブ
接触・衝撃大
受け削れ、異物発生
異物発生

バルブ

高速
バルブ受け

パレット上昇
（低速）

パレットとバルブ
接触衝撃を緩和

バルブパレット
上昇(高速）

低速 高速

パレットにバルブが
確り収まってから
高速上昇

1か月では綺麗なので
まだまだ周期は延ばせそう

他部署を巻き込みながら、一つ一つ
ステップを踏んで愚直に活動

奥島 菅原佃TL高橋TL
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１）バルブ受けの汚れによりバルブが浮いて異常停止する
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現場が主役！みんなの自主保全

トヨタ自動車東日本株式会社 宮城大和工場

吉田 文人さん

1. この取組みの背景・課題・困りごと
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BEFORE
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AFTER
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設備も自分で掃除する 「時短だよ 全員帰ろ～」

現場が主役！みんなの自主保全

トヨタ車体株式会社 吉原工場

平野 直樹さん
GO！ GO！サークル

1. この取組みの背景・課題・困りごと

私達の部署では日々生産終了後、ヘム（HM）型清掃作業を実施します。
これはパネルの端を折り曲げて圧着、パネル同士を結合させる工法で
設備（型）の表面に異物があるとパネル面にダメージを与える為、
常にキレイな型の面状態を保持させなければなりません。

その為にメンバーは疲れた体にムチを打ち、掃除道具を手に清掃を実施。
でも型付近にはラック段差・ケーブル配置等、切創・打撲のリスクもあり
常に周囲に気を配りながらHM型をゴシゴシ自分の手で磨き上げます。
夏場は熱気で滴り落ちる汗が目に染みる中、 HM掃除の次は設備点検も。
コレがほぼ毎日、結構しんどい思いで日々残業をこなしている状況で
少しでもメンバーの負担を軽減出来ないかと思い、取り組みました。

2. 改善への取組み内容

長年の経験で、人の動きならロボットでも可能ではないかと考え、先ずはロボットを探索。
工場内で遊休となっている小型のロボット発見、保全に交渉し活用させてもらう事に（2機）。
次に、ロボットアーム先端部分にブラシを取付けられる様、アタッチメントを内製で作製し、
拭きとり部分は交換も容易に出来る様、汎用塗装用ローラー（小）を流用で合体。
1台生産ごとにロボットがHM型面をゴシゴシ出来る様、サイクルタイムを観ながら動作検証し、
取り組み期間約2か月でなんとか号口化にたどり着きました。

3. 改善前、改善後の状態

BEFORE AFTER

4. 改善による効果

①柵内作業のリスク低減 4→0
（転倒・打撲・切創）

②HM凹発生件数低減
10件/直×21日×2直＝410件/月低減

③HM清掃時間低減
15分/回×21日×2直＝630分

10.5H/月 低減

今回の活動で支えとなったのは、1人のメンバーによる只ならぬ
‘’熱すぎる思い ‘’ でした。
困っている姿を見て、自分の知識・ノウハウで何か出来ないか、
という思いが、上司やメンバー、他部署までも巻き込み、
理想の形にしていったと言っても過言ではありません。

例えば、お掃除ロボットの先端に‘’汎用ローラー‘’を使う発想も、
年1～2回のたまに行う床面塗装から得たヒントでした。
また‘’使いっぱなしでノーメンテナンス‘’って事がない様に、
ローラーの交換要領を作成し、誰でも交換作業が可能な教育も実施。
更にロボットなら1日の生産後ではなく、1台生産毎での掃除も可能で
より品質の向上にも貢献する事ができる。

工夫というよりかは‘’必要な事を具現化した ‘’という感じですね。

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）

今回は ‘’一般のメンバー‘’ が先頭に立ち、他部署（保全）も巻き込み全面協力で活動した事で
他ショップとの繋がり・協調性が大幅にレベルUPしたと自負しています。

当初はロボット知識も乏しく、やりたい事が上手く伝えられずイライラしたり、衝突したりで
途中で投げ出す事もありましたが、暫くすると気になって戻ってくるんですよね。
大きな事は出来ない・・・と捉えず ‘’チョットやってみるか‘’ を、小さな一歩として、
形が見えてくる→欲が出る→なんとかやり遂げたい→皆で分かち合う→楽しい みたいな、
こんな経験を積むことで ‘’大きな一歩‘’ への糧になる様な気がします。

今回の活動は、メンバー全体の改善スキルの底上げは勿論、人との協力・協調性の大切さ、
そして何より、職場の活力・モチベーションを爆上げする起爆剤になったと思います。

‘’やり易くする・楽にする→安全にも直結する‘’事が、メンバー全体に共有出来たと信じています。

HM型清掃風景

全面拭き掃除

お掃除ロボット×2機 アタッチメント

熱すぎる人↓↓↓

ローラー

杉浦貴志さん
‘’強面だけど気はイイ人です‘’

③清掃時間②HM凹件数①災害リスク（HM型清掃）

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

HMって何？

2つのパネルを
上下の型で加圧
素材を曲げて
結合する工法
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自主保全による生産性向上

現場が主役！みんなの自主保全

トヨタバッテリー 株式会社 宮城工場

宮城第 １ 製造部 宮城製造 １２ 課

奥山 大樹さん

1. この取組みの背景・課題・困りごと

2. 改善への取組み内容

3. 改善前、改善後の状態

4. 改善による効果

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）

・自主保全充実化による突発故障未然防止
１）計画的に自主保全が実施出来る様に整備、標準化。
２）清掃ブラシを再選定し、細部清掃出来る様に取組実施。

BEFORE AFTER

・清掃用具の話で、「やりにくい箇所があるのでブラシが欲しい」など現場から声が上がり
活動が活性化した。

・現場でできることをメンバーが考え実践することで、自分たちの設備は
自分たちで守るという意識が芽生えた。

・メンバーがチェックシートを作成し、作業者が計画的に自主保全を行えるように
定着させることに苦労した。

・トラブル処置で忙しかったので、トラブル停止時間を削減でき、その他諸活動の活性化や
メンバーとのコミュニケーションが上がった。

・清掃に対する感度を上げる為、現場できれいな状態の基準を班員全員で共有した。
細部まで重点的に行う【重点清掃】の文化が職場全体に根付いた。

・ブラシ毛の抜けによる異物を考慮し、材質・形状・使いやすさ等ブラシの選定に苦労した。
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圧力計取付け位置変更による
日常点検の災害リスク減、確認時間短縮

現場が主役！みんなの自主保全

仁科工業株式会社 本社工場
製造部製造2課班長 製造部保全室

原 直也さん（左） 大峡 裕紀さん（右）

1. この取組みの背景・課題・困りごと

■2022年より「製造部自主保全力向上活動」を開始
『お客様へ絶対に迷惑をかけない』をスローガンに、保全部門の主導で現場作業者へ自主保全教育を実施
作業者一人ひとりが、自分が扱っている設備への理解を深め、日常管理を行い、設備を正しい姿で維持し、正し
い運転を行い、生産計画を確実に達成する生産現場を目指す
■「製造部自主保全力向上活動」の活動内容 （保全部門・製造部門協業）
①日常点検箇所の確認、「なぜ点検をしなければならないのか、点検を怠るとどうなるのか」など、
点検の必要性を説明する確認会を実施

②後日、説明した内容に沿って理解度テストを実施、習熟度を評価し、設備日常点検従事者として「認定」評価
（習熟度が足りなかった作業者には、別途追試を実施。テストで落とすような事はせず、全員の習熟度が確実

に向上する事が目的。 ※合格点が出るまで追試する）
確認会では、日頃から現場作業者が感じている点検時のやりにくさ、疑問点を保全部門メンバーと共有、改善

し、設備管理基準帳票へも反映
☆今回は、日常点検時の困りごとを改善した1例

2. 改善への取組み内容

■写真1
クーラントタンクのサイクロンセパレータ圧力を
目視点検する際、取付け位置が2,250ｍｍと高い
■写真2
圧力目盛りを水平に見られず、読み間違う
■写真3
圧力確認時、タンクに登らないとつまみに
手が届かない
☆圧力計位置変更の案や、手元操作の案など、
現場作業者と保全メンバーが、様々な目線で対策案を話し合い、改善を実施

3. 改善前、改善後の状態

BEFORE AFTER

4. 改善による効果

■安全（S）
リスク評価点 改善前10点⇒改善後4点 リスクレベルⅠ
タンクへ登る不安全作業の廃止 → 転倒落下等の“災害リスク低減” → “災害ゼロ”の達成

■品質（Q）
目盛りの読み間違いリスク減 → “点検品質の向上” → “品質不良ゼロ”の達成

■納期（D）
圧力計の点検ミス起因による “設備故障停止時間ゼロ” → "納期遅れゼロ"の達成

■費用（C）
圧力計確認工数 “41.3分/月の削減“ （全社への横展開実施結果） → ”原価低減”の達成
※工数計算
1ヶ月当たり80秒/台×31台（横展開台数）＝2,480秒＝41.3分

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

■内部
・製造部自主保全力向上活動
・TPM活動 （１回/月、全職場にて活動中）

■外部
・自主保全士2級
・機械保全技能士1級

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）

■現場職制の声
・「設備の仕様だから無理か…」と諦めていた不安全作業を、保全部門協力のもと改善できた。
・日常点検時の安全が確保され、加えて作業も楽になり、作業者が喜んでいる。
・削減された工数で、他の自主保全活動や生産活動へ充てる事ができ、生産性が向上した。

■保全担当者の声
・現場作業者の生の声を聞き、困っている事を一緒に解決でき、さらに効果も生み出せた。
・小さな改善から、全社的な横展開、そして大きな効果へ繋がり、自分達の活動のやりがいになった。
・自主保全力が向上したことで、設備異常の兆候を早めにキャッチ、自職場での処置まで、効率よくできている。
そのおかげで、突発故障による緊急修理が減り、呼び出される回数も減少傾向。
よって保全メンバーは、より精度の高い専門保全や、改良保全、診断装置の内製開発など、改善活動への時間を
確保することができている。

■製造2課長の声
・困りごとに耳を傾け、全員で同じ方向を向いて取組みを続け、製造レベルを上げていきましょう。

■保全室長の声
・困ったときはお互い様、製造と保全“一致協力“し、今後も継続的に改善し、成長を続けていきましょう。

写真1

写真3

圧力計

ON/OFFつまみ

600ｍｍ

2,250ｍｍ

目目盛盛りりのの位位置置がが、、22,,225500ｍｍｍｍとと高高くく視視認認困困難難
確確認認とと調調整整ののたためめタタンンククへへ登登りり、、不不安安全全なな作作業業

目目盛盛りり位位置置をを、、11,,220000ｍｍｍｍのの高高ささへへ移移設設
タタンンククへへ登登るるここととななくく、、確確認認とと調調整整がが可可能能

1,200ｍｍ

写真2
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圧力計取付け位置変更による
日常点検の災害リスク減、確認時間短縮

現場が主役！みんなの自主保全

仁科工業株式会社 本社工場
製造部製造2課班長 製造部保全室

原 直也さん（左） 大峡 裕紀さん（右）
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シール剤塗布確認作業の効率化

現場が主役！みんなの自主保全

日産自動車株式会社 いわき工場

飯村 みくにさん

1. この取組みの背景・課題・困りごと

・プラグ圧入工程において、毎朝シール剤塗布確認検査を行っている。現
状はLEDライトを使用して、塗布部位を目視検査で実施しているが、シー
ル剤塗布部が光って見づらい。

2. 改善への取組み内容

・使用ライトをLEDからブラックライトに変更した。これによりシール剤を
ブラックライトで照らして発光させる事で、確認作業が誰にでも簡単に出
来る様になった。（シール剤が蛍光剤の為、発光作用がある）

3. 改善前、改善後の状態

BEFORE AFTER

4. 改善による効果

・改善前はとても見にくく、確認するにも時間が掛かったが、改善後は誰も
が一目で確認出来る様になった。また、高齢者や弱視の人でも間違いなく
確認出来る様になった。

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

・個別改善報告書にて課内報告
・工場日報にて工場内と関連部署へ展開

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）

シール剤が塗布されているかが、分かりづらいという声が多くあった。な
んとか改善したいとメンバーで話し合った所、最近の掃除機の先端に付い
ているブラックライトを使えば良く見えるのでは？という意見があったの
で、使ってみたらはっきり見えてとても好評だったので採用した。高齢者
や弱視の人でも間違いなく確認できるという事でとても喜んでもらって
います。

塗布されているか
見づらい！

？？？

シール剤の蛍光剤が発光する為、
塗布確認が一目で分かる！楽ちん♪

LEDライト⇒ブラックライトへ変更
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エア抜きバルブ閉め忘れによるオイル漏れ防止

現場が主役！みんなの自主保全

日産自動車株式会社 横浜工場
品質保証部

栗田 明さん

1. この取組みの背景・課題・困りごと

・取り組みの背景エンジンの耐久試験を実施するためエンジンを始動させたところ、中継盤に設置されている
油圧配管のエア抜きバルブからエンジンオイルが漏れ出した。

・エンジン内部のオイルが無くなると..エンジンが破損して火災につながるリスクがある。
・オイル漏れの原因業者が設備校正を
実施した際にエア抜きバルブを開いたが、
作業終了時に閉め忘れていた。   

2. 改善への取組み内容

改善内容バルブを開いても手を離せば自動で閉じるバルブに変更することで、閉め忘れ防止を図った。 
  

3. 改善前、改善後の状態

BEFORE AFTER

4. 改善による効果

スプリングリターンバルブに変更したことでバルブ閉め忘れが無くなり、バルブ閉め忘れによるオイル漏れを
防止する事が出来た。またエンジン破損による火災のリスクも無くす事が出来て安全性が向上した。 
  

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

・ワンポイントレッスンシートを作成
スプリングリターンバルブでの
エア抜き方法を作業者へ教育した。   

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）

・ベテランから若手まで意見を出し合いながら全員参加で取り組む事ができて良かった。
・バルブ閉め忘れは作業者への意識づけだけでは完全に防げないので、ハード面で対策できた事が良かった。
・人による忘れやミスを防止する改善が出来たので、他の作業にも応用していきたい。
・設備によってはメーカーにメンテナンスを依頼しているが、自分たちでメンテナンスできるように活動を
進めていく。   

自動で閉じる
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マツダ株式会社
第３PT製造部 第３素材課 第２鋳造係

小田 勝裕さん
ＭＯＮＳＴＥＲ サークル

億劫な給油・点検とはおさらば!!
これで皆の気持ちが前向きに！！

現場が主役！みんなの自主保全

1. この取組みの背景・課題・困りごと

マツダでは独自のAPMC鋳造工法で「複雑な形状」と「高い強度」を実現したシリンダーヘッドを生
産しています。この工法はレジン樹脂を混ぜた砂で造型した砂型と一部、燃焼室面へ金型を組み合
わせ鋳型を作り、その中に溶かしたアルミを流し込み鋳造する工法です。
燃焼室面の金型=冷却プレートと呼ばれており溶湯接触時に急冷させ組織を緻密にして強度を出
す役割があります。
鋳造に使用した冷却プレートにはヤニが付着し、それを除去するためにSUSブラスト装置で研掃を
行い、次の鋳造に使用しています。もしヤニが残ったままの冷却プレートを使用すると品質不具合
の要因となります。不良を発生させない為にメンバー全員で設備管理を行っていましたが、その中
でもSUS玉を攪拌するモーターの駆動チェーンへの給脂作業は、駆動チェーンが設備上部にある
ことで脚立の上でカバーを外して給油しなけらばないため、 職場の自主保全活動の中で、難作業
と声が上がっておりサークル内で共有していました。
今まで当たり前に行っていた『脚立上でのカバー脱着作業』を誰でも楽な姿勢で同じように作業が
できるよう、サークル全員で話合い改善案を検討しました。

2. 改善への取組み内容

メンテナンス時にカバーを脱着せず点検・給油をしたいという目付きで駆動チェーンのカバーを一
部アクリル板に改善し運転中でもチェーンの状態を点検できるようにしました。給油作業の改善と
してはアクリル板に給油穴を開けることでカバーを脱着せず、尚且つ稼働中に、チェーン全体に給
油できるように改善しました。 結果、人による作業のバラつきが無くなり、安全面（不安定な状態
での作業）、作業面（人によるバラつき）の改善につながりました。

3. 改善前、改善後の状態

BEFORE AFTER

4. 改善による効果

・駆動チェーン点検・給油時間 ４０分/回（周期；１W） ⇒２分/回 ※設備を止めなくても給油可能
160分/月 ⇒ ８分 /月 効果：152分/月の短縮

・安全性の向上⇒ステップ上でカバーを取り外し降ろす必要が無くなった。（ヒヤリハットの刈り取
り）

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

・なぜなぜ分析をサークル内で実施し現場・現物・現象で作業の問題点を洗い出した。
・改善後は自主保全活動板を使用して改善前、改善後を職場全体に共有し作業手順書、RAを改定
・ワンポイントレッスンやポイント票を作成し給油時のポイントを職場全体に共有。

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）

・元々、設備に取り付けてある状態が完成した状態と思いこみ当たり前に作業していたがサークル
全体で話し合うことで自分以外の意見・考えを知ることができ自主保全活動の取り組み方の視野
が広がった。

・自分達でアクリル板やカバーの改善していくことは不安や難しさもあったが先輩達から指導して
もらい改善のスキルも高まり完成した時は何とも言えない達成感を感じた。

・活動後は他の設備でも水平展開したいなどの声が自然と上がるようになった。

・メンバー全員で問題を共有し解決していくことでメンバー間のコミュニケーションが増え職場の風
土の醸成に繋がった。特に若手メンバーの設備に対する熱意が向上し未来を担う人材育成へとつ
ながった。

ポイント票
なせなせ分析

自主管理基準書（改訂）
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マツダ株式会社
第３PT製造部 第３素材課 第２鋳造係

小田 勝裕さん
ＭＯＮＳＴＥＲ サークル

億劫な給油・点検とはおさらば!!
これで皆の気持ちが前向きに！！
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誰でも活躍できるダイバーシティー職場を目指して

現場が主役！みんなの自主保全

マツダ株式会社 本社工場
車体製造部

濱﨑 貴耶さん
もりもりやろーサークル

1. この取組みの背景・課題・困りごと

職場の編成人員は15名で、その中には聴覚に制約のあるメンバーも、
メンバーと協力して設備の維持管理・改善活動を行っています。

あるとき、設備の治具の点検を聴覚に制約のあるメンバーと行っていた際に、
彼が点検基準書の項目を指さして伝えてきました。
その点検基準書の項目は「エアー漏れ無き事」でした。
点検方法が聴覚情報に依存していた項目となっており、聴覚に制約のある
メンバーには、エアー漏れ点検をすることが困難な状況が放置されたまま
でした。
「誰でもが活躍できるダイバーシティー職場」を職場の目標に掲げ、その実現に向けて
エアー漏れ点検の容易化改善に取り組みました。

2. 改善への取組み内容

誰でもエアー漏れを点検できる「はたき棒ツール」を製作しました。先端部は色々な素材をトライ＆エラーを繰り
返して選定しました。
このはたき棒を使う事で、これまで目視では確認できなかったエアー漏れを可視化することができるようにな
りました。
エアー漏れを可視化するできる機械の購入について提案がありましたが、100万円以上/1台するというので、
メンバーで知恵を絞ってエア漏れを簡易的に可視化できるツールを考案しました。

3. 改善前、改善後の状態

BEFORE AFTER

4. 改善による効果

・作業が楽になった、便利になったなど
・故障やチョコ停の削減、品質・安全性の向上、時間・工数・コストの削減
・業務の標準化・平準化・信頼性向上、改善の水平展開など
※箇所書き・図表・写真での記載も可
エアー漏れの点検時間
改善前：約3分/1工程 ⇒ 改善後：1.5分/1工程に短縮できた。
また、エア漏れのレベルAも確認できるようになった。
今回の改善を受けて、点検基準書の見直しと点検方法の変更など
標準類の改定を実施しました。
点検方法を見直したことで、メンバーの特性に左右されず、
誰でも同一基準でエアー漏れ点検を実施できるようになりました。

5. 活動を支えたツール・広めた工夫

今回の改善のきっかけとなった聴覚に制約のあるメンバーも協力し、私たちと自主保全の点検ができるための
アイデアについて自主保全メンバーと共に出してくれた事です。
自主保全活動における気付きにより、維持管理のやり易さを試行錯誤で改善した良い事例となりました。

また、今回はエアーの漏れも音に注目して職場の損失を見える形にしたことにより、私自身がコスト意識を持つ
ことができたと思います。

このエアー漏れのレベルについて、ワンポイントレッスンを作成し、他のサークルにも展開することで、エアー漏
れに関する意識が変わったと思います。
現在は、点検基準書の見直しと、エアー漏れの点検方法の変更を実施し、これまでより半分の時間で点検を行え
るようになりました。

6. 仲間の声（成果や達成感、苦労話、チームワークや職場の雰囲気の変化など）

・自主保全のメンバーが中心となり、活発な意見が出て職場の活性化につながった。
・当初は役割分担の案も出たが、「誰でも同じ基準でできる点検」にする方針で議論が
深まり、「こうやったらどうか？」と改善提案が活発になって職場の一体感につながった。
・試行錯誤する中で、メンバーが前向きな意見を出してくれるようになり、今回のはたき
棒のアイデアが生まれたことが嬉しかった。
・職長から「サークルメンバー全員で誰がやっても安全で、簡単ラクラク作業を目指し
活動してくれている。今後も性別年齢等関係なく活躍できるよう、色んなアイデアを
出してくれることで、人の成長や職場の成長につながる活動を続けたい。
これからも協力して欲しい。」と激励されたことが嬉しかった。
・今回、自分たちがテーマとして挙げた「誰でも活躍できるダイバーシティー職場」へ、
一歩でも進めることができたと思う。

これまでの点検は「音」による確認に依存しており、
聴覚による確認が難しい場合は実施しにくい
工程だった。

点検部にツールを当てる。エアーが漏れていたら、
線状のビニール紐が揺れ動き目視で判断できる！
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74※1：ポスター・作文・キャッチコピーは佳作以上、現場が主役！みんなの自主保全は銅賞以上、改善事例発表大会は受賞者に副賞を贈呈させていただきます

毎年6月開催毎年6月開催

全国設備管理強調月間
取組のご紹介

全国設備管理強調月間は、経営者層をはじめ全従業員の設備管理への意識を高め、
設備管理の重要性を広く認識いただくことで、産業界の生産性向上のみならず
環境保全や事故、災害防止に寄与することを目的として取り組んでいます。

11月下旬よりエントリー開始いたします！
詳細は専用サイトをご確認ください

https://info-jipm.jp/event/zenkokusetsubi/

ポスター

副賞贈呈※1

金銀銅佳作を決定
金賞は、全国設備管理
強調月間の推進ツール
として全国発売

作文

副賞贈呈※1

金銀銅佳作を決定
金賞は音声付きの

マンガに！

キャッチコピー

副賞贈呈※1

金銀銅佳作を決定
金賞は次年度の

キャッチコピーに！

現場が主役！みんなの自主保全

副賞贈呈※1

金銀銅を決定
金銀銅賞は

『輝』に見開き掲載！

わが社の自慢できる保全員・オペレーター

記念楯贈呈

オンライン
インタビュー＆

広報誌『輝』に掲載！

改善事例発表大会

副賞贈呈※1

改善事例発表大会
（全国7地域）にて

発表！
優秀賞は

優秀改善事例
発表大会へ！
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第54回 全国設備管理強調月間
金賞受賞作品

愛知製鋼株式会社
久保 杏平さん

ポスター
部門

マツダ株式会社
濱崎 貴耶さん

現場が主役！
みんなの
自主保全

部門

株式会社デンソー
石田 ひかるさん

作文
部門

トヨタ自動車九州株式会社
阿部 正宏さん

キャッチ
コピー
部門
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